
脱炭素経営を最優先責務に据える株式会社艶金

全世界的に、国連サミットで採択されたＳＤＧｓの１７の目標に向かっていく時代
となっています。
当社の主事業である染色整理は非常に多くの水、エネルギー、化学薬品を使用

することから、地球環境への影響を最小限にすることを最優先責務として脱炭素
経営を行うことを宣言します。

この度、環境省の指導の下、国際的な算定基準にて①事業活動の二酸化炭素
排出量（スコープ1,2）の把握と、②二酸化炭素排出量中長期削減目標の設定を
行いました。

当社は現時点においても、二酸化炭素排出量が少なく、今後さらに削減していく
ことに意欲的な企業です。

お客様、アパレル企業様、その他当社製品をご使用いただいているお客様に対して、
ご採用の参考にしていただけると幸いです。



国際的な算定基準である「GHGプロトコル」に準拠して、事業活動の温室効果ガス排出量（スコープ1,2）の把握を行いました。

昭和62年という早い時期にバイオマスボイラーへの
燃料転換を行っています。染色過程における熱の全
てを賄い、カーボンニュートラル※2を実現していま
す。燃料には地元の建設廃材由来の木質チップを使
用しています。
※2 植物由来燃料は成長過程のCO2吸収量と燃焼時の排出量が相殺

され、大気中のCO2の増減に影響を与えないとする考え方。

株式会社艶金の気候変動への取組

スコープ1,2合計 4,046t-CO2 
生産量当たりのCO2排出量 0.66kg-CO2/m

①事業活動に伴う温室効果ガス排出量（スコープ1,2）の把握

染色整理は非常に多くの水、エネルギー、化学薬品を使用することから、地球環境への影響を最小限にすることを最優先責務とし
て環境活動に取り組んできました。この度気候変動に係る新たな取組として、環境省「中小企業版2℃目標・RE100設定支援」の参
加企業に採択され、①事業活動の温室効果ガス排出量（スコープ1,2）の把握と、②中小企業版2℃目標（SBTと同水準の中長期削減
目標）の設定を行いました。

バイオマスボイラー
導入による

スコープ1削減量
12,367t-CO2※1

（約75%）

※1 2017年の木質チップ使用量実績から熱
量を算出。同じ熱量をLPGで賄う場合
に推定されるLPG燃焼に伴うCO2排出量
を計算。

バイオマスボイラー
未導入の場合（推計

値）
スコープ1,2合計

16,413t-CO2

事業者自らによ
る直接排出（燃
料の燃焼、工業
プロセス等）

バイオマスボイラー（昭和62年導入）
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他者から供給された電気、熱・蒸気の使用に伴う間接排出
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本資料の注意

		

				■はじめに

				　本資料は、サプライチェーン排出量の算定事業者が、各カテゴリの算定の参考として用いることができる詳細算定事例です。架空の算定事業者による算定シートの形式をとっており、算定方法、活動量、原単位、除外根拠などの具体的選択の事例を掲載しています。
　架空の算定事業者は、組立機械製造業を想定して本資料を作成しています。同業種は、Scope3全15カテゴリのうち対象とするカテゴリが多いことから、多様な事業者の参考事例として選定しています。業種毎の特徴等は、「業種別算定事例集」をご参照ください。 ホンシリョウハイシュツリョウサンテイジギョウシャカクサンテイサンコウモチショウサイサンテイジレイカクウサンテイジギョウシャクミタテキカイセイゾウギョウソウテイホンシリョウサクセイドウギョウシュゼンタイショウオオタヨウジギョウシャサンコウジレイセンテイギョウシュゴトトクチョウナドギョウシュベツサンテイジレイシュウサンショウ

				■利用上の注意事項 リヨウジョウチュウイジコウ

				〇参照する事業者について
　本資料は、各カテゴリの対象活動、算定方法等の参考事例として整理しています。本資料の作成にあたり想定した架空の事業者（組立機械製造業）と業態が異なることで、参考にならないのではとご懸念されるかもしれません。しかし、もちろん業界特性の違いはありますが、様々なカテゴリの考え方を網羅的に整理しておりますので、概念の理解の一助としていただくことができます。
　業種毎の特性等は、「業種別算定事例集」をご参照ください。

〇本資料の掲載内容について
　本資料で想定した企業及び数値は架空のものであり、実際の企業とは関係がございません。実際に算定される際は、本資料の数値を使用するのではなく、各種資料を直接ご参照ください。特に活動量の選択にあたっては、原則は全ての活動量を算定することが理想であることを踏まえつつ、算定目的に応じて現実的に算定可能な活動量を選択ください。
なお、本資料は、各業種における算定方法の考え方を制限するものではございませんので、一つの参考事例としてお考えください。 ジギョウシャホンシリョウホンシリョウサクセイソウテイカクウジギョウシャクミタテキカイセイゾウギョウギョウタイコトサンコウケネンギョウカイトクセイチガサマザマカンガカタモウラテキセイリガイネンリカイイチジョギョウシュゴト





カテゴリ概要

		カテゴリ概要 ガイヨウ

		カテゴリ				対象活動 タイショウカツドウ		対象活動がある組織範囲 タイショウカツドウソシキハンイ		排出量算出 ハイシュツリョウサンシュツ

										前年度からの変更点 ゼンネンドヘンコウテン		算出方法 サンシュツホウホウ		活動量 カツドウリョウ		問合せ先 トイアワサキ		原単位 ゲンタンイ

		1		購入した製品・サービス コウニュウセイヒン		購入した製品の上流の排出 コウニュウセイヒンジョウリュウハイシュツ		グループ全体 ゼンタイ				Σ（（グループ会社外からの製品別調達重量or調達額）×（製品別原単位 物量ベースor金額ベース）） カイシャガイセイヒンベツチョウタツジュウリョウチョウタツガク		製品別購入量・金額 セイヒンベツコウニュウリョウキンガク				CFP基本DB
環境省DB キホンカンキョウショウ

						購入したサービスの上流の排出 コウニュウジョウリュウハイシュツ		グループ全体 ゼンタイ				Σ（（グループ会社外からのサービス別調達額）×（製品別原単位 金額ベース））		サ－ビス別調達額 ベツチョウタツガク				環境省DB

		2		資本財 シホンザイ		購入した資本財の上流の排出 コウニュウシホンザイジョウリュウハイシュツ		グループ全体 ゼンタイ				Σ（（設備投資額）×（資本形成部門別原単位）） セツビトウシガクシホンケイセイブモンベツゲンタンイ		資産の種類別設備投資額 シサンシュルイベツセツビトウシガク		経理部 ケイリブ		環境省DB カンキョウショウ

		3		Scope1,2 に含まれない燃料及びエネルギー関連活動 フクネンリョウオヨカンレンカツドウ		購入した燃料・電力・熱量の上流の排出 コウニュウネンリョウデンリョクネツリョウジョウリュウハイシュツ		グループ全体 ゼンタイ				Σ（（燃料・電力・蒸気使用量）×（種類別原単位）） ネンリョウデンリョクジョウキシヨウリョウシュルイベツゲンタンイ		燃料・電力・蒸気 使用量 ネンリョウデンリョクジョウキシヨウリョウ		環境部 カンキョウブ		CFP基本DB
環境省DB キホンカンキョウショウ

		4		輸送、配送（上流） ユソウハイソウジョウリュウ		特定荷主分 トクテイニヌシブン		グループ全体 ゼンタイ				省エネ法に準じる ショウホウジュン		省エネ法 特定荷主 定期報告書 ショウホウトクテイニヌシテイキホウコクショ		環境部 カンキョウブ		算定・報告・公表制度排出係数一覧 サンテイホウコクコウヒョウセイドハイシュツケイスウイチラン

						調達輸送 チョウタツユソウ		グループ全体 ゼンタイ				Σ｛（調達重量）×（国内陸上輸送距離）×（輸送手段別原単位）｝ チョウタツジュウリョウコクナイ		調達重量 チョウタツジュウリョウ		調達部 チョウタツブ		CFP基本DB

						海外輸出 カイガイユシュツ		グループ全体 ゼンタイ				Σ[（国別販売重量）×｛（海上輸送距離）×（輸送手段別原単位）＋（海外陸上輸送距離）×（輸送手段別原単位）｝] クニベツハンバイジュウリョウカイジョウユソウキョリユソウシュダンベツゲンタンイ		製品別販売数量（輸入分） セイヒンベツハンバイスウリョウユニュウブン		営業部 エイギョウブ		CFP基本DB
CFP国地域間距離データベース キホンクニチイキカンキョリ

		5		事業から出る廃棄物 ジギョウデハイキブツ		廃棄物処理・輸送時の排出 ハイキブツショリユソウジハイシュツ		グループ全体 ゼンタイ				Σ（（種類別・処理方法別廃棄物量）×（種類別・処理方法別原単位）） シュルイベツショリホウホウベツハイキブツリョウシュルイベツショリホウホウベツゲンタンイ		種類別・処理方法別廃棄物量 シュルイベツショリホウホウベツハイキブツリョウ		環境部 カンキョウブ		環境省DB カンキョウショウ

		6		出張 シュッチョウ		従業員の出張時（鉄道・国内航空）の排出 ジュウギョウインシュッチョウジテツドウコクナイコウクウハイシュツ		グループ全体 ゼンタイ				（従業員人数）×（人数原単位） ジュウギョウインニンズウニンズウゲンタンイ		従業員人数 ジュウギョウインニンズウ		経理部 ケイリブ		環境省DB カンキョウショウ

		7		雇用者の通勤 コヨウシャツウキン		従業員の通勤時（鉄道・バス・自動車）の排出 ジュウギョウインツウキンジテツドウジドウシャハイシュツ		グループ全体 ゼンタイ				Σ｛（移動手段別交通費×（移動手段別原単位）｝		通勤費 ツウキンヒ		経理部 ケイリブ		環境省DB
算定・報告・公表制度排出係数一覧 カンキョウショウ

		8		リース資産（上流） シサンジョウリュウ		外部倉庫（短期賃借）利用時の排出 ガイブソウコタンキチンシャクリヨウジハイシュツ		グループ全体 ゼンタイ				Σ｛（倉庫賃借面積）×（床面積当たり原単位）×（使用月数／12）｝ ソウコチンシャクメンセキユカメンセキアゲンタンイシヨウツキスウ		外部倉庫賃借面積 ガイブソウコチンシャクメンセキ		営業管理部 エイギョウカンリブ		環境省DB

		9		輸送、配送（下流） ユソウハイソウカリュウ		グループ外販売店稼働時の排出 ソトハンバイテンカドウジハイシュツ		グループ全体 ゼンタイ				Σ｛（自社販売店の排出量(温対法報告値））｝×（自社/他社販売店の売上比） ジシャハンバイテンハイシュツリョウアツシタイホウホウコクアタイジシャタシャハンバイテンウリアゲヒ		算定・報告・公表制度 報告値
販売店売上額（自社、他社） サンテイホウコクコウヒョウセイドホウコクチハンバイテンウリアゲガクジシャタシャ		環境部
営業管理部 カンキョウブエイカン		算定・報告・公表制度排出係数一覧

		10		販売した製品の加工 ハンバイセイヒンカコウ		販売したエンジンの製品組込時排出 ハンバイセイヒンクミコミジハイシュツ		グループ全体 ゼンタイ				（エンジン生産台数）×（自社LCAデータ） セイサンダイスウジシャ		エンジン生産台数 セイサンダイスウ		営業管理部 エイギョウカンリブ		自社におけるエンジン組込時排出量（LCAデータ）
算定・報告・公表制度排出係数一覧 ジシャクミコミジハイシュツリョウサンテイホウコクコウヒョウセイドハイシュツケイスウイチラン

		11		販売した製品の使用 ハンバイセイヒンシヨウ		販売した自動車の稼働時排出 ハンバイジドウシャカドウジハイシュツ		グループ全体 ゼンタイ				Σ｛（生産台数）×（生涯走行距離）÷（自動車燃費）×（エネルギー別原単位）｝ セイサンダイスウショウガイソウコウキョリジドウシャネンピベツゲンタンイ		生産台数
生涯走行距離
自動車燃費 セイサンダイスウショウガイソウコウキョリジドウシャネンピ		営業管理部
開発部 エイギョウカンリブカイハツブ		算定・報告・公表制度排出係数一覧

						販売したエンジンの稼働時排出 ハンバイカドウジハイシュツ		グループ全体 ゼンタイ				Σ｛（生産台数）×（エンジンが取り付けられる車種と類似車種の生涯排出量）×（エンジンと車体の重量比）｝ セイサンダイスウトツシャシュルイジシャシュショウガイハイシュツリョウシャタイジュウリョウヒ		生産台数
類似車種生涯排出量
重量比 セイサンダイスウルイジシャシュショウガイハイシュツリョウジュウリョウヒ		営業管理部
開発部 エイギョウカンリブカイハツブ		算定・報告・公表制度排出係数一覧

		12		販売した製品の廃棄 ハンバイセイヒンハイキ		販売した自動車・エンジンの廃棄時排出 ハンバイジドウシャハイキジハイシュツ		グループ全体 ゼンタイ				Σ[｛（種別調達重量）－（廃棄物種別廃棄重量）｝×（廃棄物種別原単位）] シュベツチョウタツジュウリョウハイキブツシュベツハイキジュウリョウハイキブツシュ		調達重量
廃棄重量 チョウタツジュウリョウハイキジュウリョウ		営業管理部
開発部
環境部 エイギョウカンリブカイハツブカンキョウブ		環境省DB カンキョウショウ

		13		リース資産（下流） シサンカリュウ		対象外 タイショウガイ		-				●除外理由　レンタカー事業は行っているが、販売と貸借で使用方法に砕は無く、カテゴリ11とカテゴリ13で区別して算定する意味が無いため、カテゴリ11にまとめて計上していることから、カテゴリ13は算定対象外 ジョガイリユウジギョウオコナハンバイタイシャクシヨウホウホウサイナクベツ		-		-		-

		14		フランチャイズ		対象外 タイショウガイ		-				●除外理由　該当する活動が無いため ジョガイリユウガイトウカツドウナ		-		-		-

		15		投資 トウシ		投資先の排出 トウシサキハイシュツ		グループ全体 ゼンタイ				Σ（（投資先排出量）×（当社持株比率）） トウシサキハイシュツリョウトウシャモチカブヒリツ		投資先排出量（CSR報告書等の公開情報） トウシサキハイシュツリョウホウコクショナドコウカイジョウホウ		各社webサイト カクシャ		-

				その他 タ		従業員の家庭における排出量
（3か月分；パート、アルバイト含む）		グループ全体 ゼンタイ		排出原単位の更新（当該年度のアンケート結果の反映） ハイシュツゲンタンイコウシントウガイネンドケッカハンエイ		（従業員人数）×（人数原単位） ジュウギョウインニンズウニンズウゲンタンイ		従業員人数 ジュウギョウインニンズウ		環境部 カンキョウブ

				スコープ１												業務部 ギョウムブ		算定・報告・公表制度排出係数一覧

				スコープ２												業務部 ギョウムブ		電力会社別排出係数
－平成28年度実績－



環境省DB：環境省「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための排出原単位データベース（ver.2.2）」
CFP基本DB：「カーボンフットプリントコミュニケーションプログラム 基本データベースVer.1.01（国内データ）」



まとめ（2015～推移）

		排出量まとめ ハイシュツリョウ						2015年 ネン						2016年 ネン						2017年 ネン

		スコープ/カテゴリ						排出量
[ｔ-CO2] ハイシュツリョウ		割合 [％] ワリアイ				排出量
[ｔ-CO2] ハイシュツリョウ		割合 [％] ワリアイ				排出量
[ｔ-CO2] ハイシュツリョウ		割合 [％] ワリアイ

										Scope3		Scope1,2,3				Scope3		Scope1,2,3				Scope3		Scope1,2,3

		サプライチェーン排出量 ハイシュツリョウ						0				0.0%		0				0.0%		22,814				100.0%

				化石燃料 カセキネンリョウ

																		0.0%		12,367				54.2%

				スコープ1																1,260

				スコープ2														0.0%		2,786				12.2%

				カテゴリ1		購入した製品・サービス コウニュウセイヒン				0.0%		0.0%				0.0%		0.0%		6,401		100.0%		28.1%

				カテゴリ2		資本財 シホンザイ				0.0%		0.0%				0.0%		0.0%		0		0.0%		0.0%

				カテゴリ3		Scope1,2に含まれない
燃料及びエネルギー関連活動 フクネンリョウオヨカンレンカツドウ				0.0%		0.0%				0.0%		0.0%		0		0.0%		0.0%

				カテゴリ4		輸送、配送（上流） ユソウハイソウジョウリュウ				0.0%		0.0%				0.0%		0.0%		0		0.0%		0.0%

				カテゴリ5		事業から出る廃棄物 ジギョウデハイキブツ				0.0%		0.0%				0.0%		0.0%		0		0.0%		0.0%

				カテゴリ6		出張 シュッチョウ				0.0%		0.0%				0.0%		0.0%		0		0.0%		0.0%

				カテゴリ7		雇用者の通勤 コヨウシャツウキン				0.0%		0.0%				0.0%		0.0%		0		0.0%		0.0%

				カテゴリ8		リース資産（上流） シサンジョウリュウ				0.0%		0.0%				0.0%		0.0%		0		0.0%		0.0%

				カテゴリ9		輸送、配送（下流） ユソウハイソウカリュウ				0.0%		0.0%				0.0%		0.0%		0		0.0%		0.0%

				カテゴリ10		販売した製品の加工 ハンバイセイヒンカコウ				0.0%		0.0%				0.0%		0.0%		0		0.0%		0.0%

				カテゴリ11		販売した製品の使用 ハンバイセイヒンシヨウ				0.0%		0.0%				0.0%		0.0%		0		0.0%		0.0%

				カテゴリ12		販売した製品の廃棄 ハンバイセイヒンハイキ				0.0%		0.0%				0.0%		0.0%		0		0.0%		0.0%

				カテゴリ13		リース資産（下流） シサンカリュウ				0.0%		0.0%				0.0%		0.0%		-		-		-

				カテゴリ14		フランチャイズ				0.0%		0.0%				0.0%		0.0%		-		-		-

				カテゴリ15		投資 トウシ				0.0%		0.0%				0.0%		0.0%		0		0.0%		0.0%

		スコープ3						0		0.0%		0.0%		0		0.0%		0.0%		6,401		100.0%		28.1%

		その他 タ																				0.00%		0.000%

		生産量（m） セイサンリョウ																		6,152,700

		生産当たりスコープ1,2排出量原単位（kg-CO2/m） セイサンアハイシュツリョウゲンタンイ																		2.46





まとめ（2015～推移）
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バイオマス

事業活動に伴うCO2排出量



まとめ（2017）

		排出量まとめ（2017年） ハイシュツリョウネン

		スコープ/カテゴリ						排出量
[ｔ-CO2] ハイシュツリョウ		割合 [％] ワリアイ

										Scope3		Scope1,2,3

		サプライチェーン排出量 ハイシュツリョウ						10,447				100.0%

				スコープ1				1,260				12.1%

				スコープ2				2,786				26.7%

				カテゴリ1		購入した製品・サービス コウニュウセイヒン		6,401		100.0%		61.3%

				カテゴリ2		資本財 シホンザイ		0		0.0%		0.0%

				カテゴリ3		Scope1,2に含まれない
燃料及びエネルギー関連活動 フクネンリョウオヨカンレンカツドウ		0		0.0%		0.0%

				カテゴリ4		輸送、配送（上流） ユソウハイソウジョウリュウ		0		0.0%		0.0%

				カテゴリ5		事業から出る廃棄物 ジギョウデハイキブツ		0		0.0%		0.0%

				カテゴリ6		出張 シュッチョウ		0		0.0%		0.0%

				カテゴリ7		雇用者の通勤 コヨウシャツウキン		0		0.0%		0.0%

				カテゴリ8		リース資産（上流） シサンジョウリュウ		0		0.0%		0.0%

				カテゴリ9		輸送、配送（下流） ユソウハイソウカリュウ		0		0.0%		0.0%

				カテゴリ10		販売した製品の加工 ハンバイセイヒンカコウ		0		0.0%		0.0%

				カテゴリ11		販売した製品の使用 ハンバイセイヒンシヨウ		0		0.0%		0.0%

				カテゴリ12		販売した製品の廃棄 ハンバイセイヒンハイキ		0		0.0%		0.0%

				カテゴリ13		リース資産（下流） シサンカリュウ		-		-		-

				カテゴリ14		フランチャイズ		-		-		-

				カテゴリ15		投資 トウシ		0		0.0%		0.0%

		スコープ3						6,401		100.0%		61.3%

		その他 タ						0		0.00%		0.000%

		生産量（m） セイサンリョウ						6,152,700

		生産当たりスコープ1,2排出量（kg-CO2/m） セイサンアハイシュツリョウ						0.66





まとめ（2017）

		



スコープ/カテゴリ別排出割合



算定対象

		スコープ3　算定対象 サンテイタイショウ

		区分 クブン		社名/事業名 シャメイジギョウメイ		1		2		3		4		5		6		7		8		9		10		11		12		13		14		15		その他 タ		スコープ1		スコープ2		事業内容 ジギョウナイヨウ

						購入した製品・サービス コウニュウセイヒン		資本財 シホンザイ		エネルギー関連活動 カンレンカツドウ		輸送、配送（上流） ユソウハイソウジョウリュウ		廃棄物 ハイキブツ		出張 シュッチョウ		従業員の通勤 ジュウギョウインツウキン		リース資産（上流） シサンジョウリュウ		輸送、配送（下流） ユソウハイソウカリュウ		販売した製品の加工 ハンバイセイヒンカコウ		販売した製品の使用 ハンバイセイヒンシヨウ		販売した製品の廃棄 ハンバイセイヒンハイキ		リース資産（下流） シサンカリュウ		フランチャイズ		投資 トウシ

		単体 タンタイ		艶金化学繊維株式会社 ツヤキンカガクセンイカブシキガイシャ		○																																○		○

																														＜算定対象外理由＞ サンテイタイショウガイ

																														※1：該当する活動なし

																														※2：該当する活動は当該企業のScope1,2に計上済 トウガイキギョウ

																														※3：該当する活動は当該企業の他のカテゴリに計上済 ガイトウカツドウトウガイキギョウホカケイジョウスミ

																														※4：該当する活動はほかのグループ会社におけるサプライチェーン排出量として計上済 ガイトウカツドウ





Scope1_直接排出

		

				Scope1．自社の排出 ジシャハイシュツ

				■購入した燃料の燃焼に伴う排出 コウニュウネンリョウネンショウトモナ

				区分 クブン		社名/事業名 シャメイジギョウメイ		エネルギー種 シュ		エネルギーの物量データ ブツリョウ				排出原単位 ハイシュツゲンタンイ						備考 ビコウ		排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ				排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ

										数値 スウチ		単位 タンイ		数値 スウチ		単位 タンイ		出典 シュッテン

				単体 タンタイ		艶金化学繊維株式会社 ツヤキンカガクセンイカブシキガイシャ		ガソリン		12		kL		2.32		t-CO2/kL		算定・報告・公表制度における排出係数 サンテイホウコクコウヒョウセイドハイシュツケイスウ		営業車・工場内車両の燃料。（請求書から使用量を集計。） エイギョウシャコウジョウナイシャリョウネンリョウセイキュウショシヨウリョウシュウケイ		27				1,260				LPG		912																		スコープ1,2		スコープ3カテゴリ1

								軽油 ケイユ		8		kL		2.58		t-CO2/kL		算定・報告・公表制度における排出係数 サンテイホウコクコウヒョウセイドハイシュツケイスウ		工場内車両の燃料。（請求書から使用量を集計。） コウジョウナイシャリョウネンリョウセイキュウショシヨウリョウシュウケイ		20								灯油 トウユ		300																		1,260		6,401

								灯油 トウユ		121		kL		2.49		t-CO2/kL		算定・報告・公表制度における排出係数		「省エネ法報告データSM月」より ショウホウホウコクガツ		300								ガソリン		27																		2,786

								液化石油ガス（LPG) エキカセキユ		304		t		3.00		t-CO2/t		算定・報告・公表制度における排出係数		〃		912								軽油 ケイユ		20





Scope1_直接排出
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Scope2_エネルギー起源の間接排出

		





カテゴリ1_製品

		

				Scope2．エネルギー起源の間接排出 キゲンカンセツハイシュツ

				■購入した電力、熱の使用に伴う間接排出 コウニュウデンリョクネツシヨウトモナカンセツ

				区分 クブン		社名/事業名 シャメイジギョウメイ		エネルギー種 シュ		エネルギーの物量データ ブツリョウ				排出原単位 ハイシュツゲンタンイ								排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ				排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ

										数値 スウチ		単位 タンイ		数値 スウチ		単位 タンイ		出典 シュッテン		備考 ビコウ

				単体 タンタイ		艶金化学繊維株式会社 ツヤキンカガクセンイカブシキガイシャ		電力 デンリョク		5,745,254		kWh		0.000485		t-CO2/kWh		電気事業者別排出係数[中部電力](平成28年度実績） デンキジギョウシャベツハイシュツケイスウチュウブデンリョクヘイセイネンドジッセキ		「省エネ法報告データSM月」より。排出係数は基礎排出係数を用いた。 ハイシュツケイスウキソハイシュツケイスウモチ		2,786				2,786						RE100イメージ																		RE100経路 ケイロ

																						0												2017		2050														2017		2020		2030		2040		2050

																						0										非再エネ		5,745		0												非再エネ ヒサイ		5,745		4,022		2,298		1,149		0

																						0										再エネ		0		5,745												再エネ サイ		0		1,724		3,447		4,596		5,745

																						0

																						0

																						0





カテゴリ1_製品
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カテゴリ1_サービス (OEM)

		

				カテゴリ１．購入した製品・サービス コウニュウセイヒン

				■グループ会社外※から調達した製品の上流におけるCO2排出量 カイシャガイチョウタツセイヒンジョウリュウハイシュツリョウ

				※グループ会社から購入した製品の上流のCO2排出量は、グループ会社のスコープ1,2及びカテゴリ1等と重複するため カイシャコウニュウセイヒンジョウリュウハイシュツリョウカイシャオヨナドチョウフク

				区分 クブン		社名/事業名 シャメイジギョウメイ				購入した製品・サービス名 コウニュウセイヒンメイ		物量・金額データ ブツリョウキンガク				排出原単位 ハイシュツゲンタンイ										排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ				排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ

												数値 スウチ		単位 タンイ		数値 スウチ		単位 タンイ		出典 シュッテン		備考 ビコウ		WBコメント

				単体 タンタイ		艶金化学繊維株式会社 ツヤキンカガクセンイカブシキガイシャ		【材料費】 ザイリョウヒ																						6,401

								711		染料費 センリョウヒ		109		百万円 ヒャクマンエン		12.87		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB［5］203904「合成染料」 カンキョウショウゴウセイセンリョウ				頂いた経費データの数量の単位が不明のため、金額からの算定に変更いたしました。711～719まで。 イタダケイヒスウリョウタンイフメイキンガクサンテイヘンコウ		1,408								染色助剤 センショクジョザイ		2,341

								712		染色助剤費 センショクジョザイヒ		182		百万円 ヒャクマンエン		12.87		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB［5］203904「合成染料」 カンキョウショウゴウセイセンリョウ						2,341								染料 センリョウ		1,408

								713		洗剤費 センザイヒ		2		百万円 ヒャクマンエン		4.65		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB［5］207101「石けん・合成洗剤・界面活性剤」 カンキョウショウセッゴウセイセンザイカイメンカッセイザイ						11								原糸 ゲンシ		617

								714		薬品費 ヤクヒンヒ		25		百万円 ヒャクマンエン		17.93		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB［5］202101「ソーダ工業製品」 カンキョウショウコウギョウセイヒン		シルケットソーダ、苛性ソーダ、水処理薬品。金額の割合が最も大きいソーダ工業製品の原単位とした。 カセイミズショリヤクヒンキンガクワリアイモットオオコウギョウセイヒンゲンタンイ		Rev.0では207909「その他の化学最終製品」の原単位としていましたが、実態に合わせ見直しました。 ゲンタンイジッタイアミナオ		447								樹脂 ジュシ		501

								715		樹脂費 ジュシヒ		65		百万円 ヒャクマンエン		7.67		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB［5］204109「その他の合成樹脂」 カンキョウショウタゴウセイジュシ						501								生機仕入 セイキシイレ		489

								717		包装材料費 ホウソウザイリョウヒ		20		百万円 ヒャクマンエン		3.79		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB［5］182909「その他のパルプ・紙・紙加工品」 カンキョウショウタカミカミカコウヒン		紙管、フィルム等。金額の割合が最も大きい紙管の原単位とした。 カミカンナドキンガクワリアイモットオオカミカンゲンタンイ		Rev.0ではビニールが主ということで221101「プラスチック製品」の原単位としていましたが、実態に合わせ見直しました。 シュゲンタンイジッタイアミナオ		75								薬品 ヤクヒン		447

								718		補助材料費 ホジョザイリョウヒ		7		百万円 ヒャクマンエン		4		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB［5］221101「プラスチック製品」 カンキョウショウセイヒン		包装材。ビニールが主。 ホウソウザイシュ				29								環境保全薬品 カンキョウホゼンヤクヒン		226

								719		原糸仕入 ゲンシシイレ		116		百万円 ヒャクマンエン		5.3		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB［5］ 151101「紡績糸」 カンキョウショウボウセキイト						617								修繕材料 シュウゼンザイリョウ		81

								720		消耗材料費 ショウモウザイリョウヒ		1		百万円 ヒャクマンエン		10.51		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB［5］ 202903「塩」 カンキョウショウシオ		精製塩 セイセイシオ		精製塩が主でしたので、その他繊維製品の原単位から変更しました。 セイセイエンシュタセンイセイヒンゲンタンイヘンコウ		8								包装材 ホウソウザイ		75

								721		工場消耗品費 コウジョウショウモウヒンヒ		12		百万円 ヒャクマンエン		3.08		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB［5］ 152909「その他の繊維既製品」 カンキョウショウタセンイキセイヒン		布等。営業車・工場内車両の燃料はScope1に含む。 ヌノナドエイギョウシャコウジョウナイシャリョウネンリョウフク				38								消耗品 ショウモウヒン		58

								722		事務用消耗品費 ジムヨウショウモウヒンヒ		5		百万円 ヒャクマンエン		2.67		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB［5］391903「筆記具・文具」 カンキョウショウヒッキグブング						12								仕上仕入 シアシイレ		30

								723		修繕材料費 シュウゼンザイリョウヒ		20		百万円 ヒャクマンエン		4.1		t-CO2/百万円		環境省DB［5］303109「その他の一般機械器具及び部品」 タイッパンキカイキグオヨブヒン		機械修理の際の部品等。 キカイシュウリサイブヒンナド				81								補助材料 ホジョザイリョウ		29

								724		消耗工具器具備品 ショウモウコウグキグビヒン		0		百万円 ヒャクマンエン		3.91		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB［5］301902「機械工具」 キカイコウグ						0								洗剤 センザイ		11

								725		環境保全薬品費 カンキョウホゼンヤクヒンヒ		35		百万円 ヒャクマンエン		6.36		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB［5］207909「その他の化学最終製品」 カンキョウショウタカガクサイシュウセイヒン						226								管理販売費 カンリハンバイヒ		88

								727		仕上仕入 シアシイ		10		百万円 ヒャクマンエン		3.08		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB［5］152909「その他の繊維既製品」 カンキョウショウタセンイキセイヒン						30

								728		生機仕入 ナマキシイレ		95		百万円 ヒャクマンエン		5.13		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB［5］151909「その他の繊維工業製品」 カンキョウショウタセンイコウギョウセイヒン						489

								【管理販売費】 カンリハンバイヒ

								935		コンサルタント料 リョウ		5		百万円 ヒャクマンエン		0.69		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB［5］851909「その他の対事業所サービス」 カンキョウショウタタイジギョウショ						3

								937		求人渉外費 キュウジンショウガイヒ		0		百万円 ヒャクマンエン		0.69		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB［5］851909「その他の対事業所サービス」 カンキョウショウタタイジギョウショ						0

								938		下請け作業費 シタウサギョウヒ		21		百万円 ヒャクマンエン		0.69		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB［5］851909「その他の対事業所サービス」 カンキョウショウタタイジギョウショ		守衛、包装作業等。 シュエイホウソウサギョウナド				14

								951		支払水道料 シハラスイドウリョウ				百万円 ヒャクマンエン				t-CO2/百万円 ヒャクマンエン				今期までは発生無し。 コンキハッセイナ				0

								956		通信費 ツウシンヒ		3		百万円 ヒャクマンエン		1.16		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB［5］731201「固定電気通信」 カンキョウショウコテイデンキツウシン						3

								959		広告宣伝費 コウコクセンデンヒ		3		百万円 ヒャクマンエン		1.86		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB［5］851101「広告」 カンキョウショウコウコク						5

								961		保管料 ホカンリョウ		21		百万円 ヒャクマンエン		2.33		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB［5］717101「倉庫」 カンキョウショウソウコ						49

								963		試験研究費 シケンケンキュウヒ		17		百万円 ヒャクマンエン		0.69		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB［5］851909「その他の対事業所サービス」 カンキョウショウタタイジギョウショ						12

								964		図書費 トショヒ		0		百万円 ヒャクマンエン		3.29		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB［5］735102「新聞」 カンキョウショウタシンブン						1

								973		保険料 ホケンリョウ		0		百万円 ヒャクマンエン		0.73		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB［5］641202「損害保険」 カンキョウショウタソンガイホケン						0



＜排出原単位の適用について＞
・全て産業連関表ベースの排出原単位（金額ベース）（環境省原単位DB）を使用した。
・産業連関表ベース（金額）の排出原単位は基本的には購入者価格ベースを採用した。



カテゴリ1_サービス (OEM)

		





カテゴリ1_サービス（OEM以外）

		





カテゴリ2_資本財

		

				カテゴリ１．購入した製品・サービス コウニュウセイヒン

				■購入したサービスに由来する排出量 コウニュウユライハイシュツリョウ

				自動車の組立の外部委託に関わるCO2排出量を計上する ケイジョウ

				なお、部材は自社で調達してOEM委託先に供給しているため、組立工程におけるエネルギー消費のみを対象とする。 ブザイジシャチョウタツイタクサキキョウキュウクミタテコウテイショウヒタイショウ

				部材の調達も含めて外部委託している場合、自動車製品の調達として計上する（「カテゴリ1_製品」で扱う） ブザイチョウタツフクガイブイタクバアイジドウシャセイヒンチョウタツケイジョウセイヒンアツカ

				社名/事業名 シャメイジギョウメイ		購入した
サービス コウニュウ		製造委託台数 セイゾウイタクダイスウ				排出原単位 ハイシュツゲンタンイ				排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ				排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ

								数値 スウチ		単位 タンイ		数値 スウチ		単位 タンイ

				Ａ社／自動車事業 シャジドウシャジギョウ		OEM				台 ダイ		0.71		t-CO2/台 ダイ		0				0

																0

																0

																0

																0

				自動車の組立に関わるCO2排出量/台 ジドウシャクミタテカカハイシュツリョウダイ

						使用量/棟 シヨウリョウトウ				排出原単位（エネルギー調達時） チョウタツジ				排出原単位（燃料燃焼時） ネンリョウネンショウジ				CO2排出量 ハイシュツリョウ

				軽油 ケイユ		0.01		kL		0.152		t-CO2/kL		2.58		t-CO2/kL		0.027		t-CO2

				A重油 ジュウユ		0.05		kL		0.214		t-CO2/kL		2.71		t-CO2/kL		0.146		t-CO2

				電気 デンキ		15.0		kWh		0.0354		t-CO2/kWh		0.000579		t-CO2/kWh		0.540		t-CO2

																		0.713		t-CO2/台 ダイ



【排出係数出典】
・電気
　＜発電時：燃料消費等＞電力会社別排出係数－平成26年度実績－ 代替値
　＜発電時以外：調達・廃棄物処理＞環境省「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための排出原単位データベース（ver.2.2)」
		[7]電気・熱使用量当たりの排出原単位
　※送電ロス分は発電時の係数（電力会社別排出係数－平成26年度実績－代替値）に織り込まれている。

・軽油・A重油
　＜燃焼時＞算定・報告・公表制度排出係数一覧
　＜エネルギー調達時：原油採取～分留～精製＞産業環境管理協会「カーボンフットプリントコミュニケーションプログラム基本データベースVer.1.01（国内データ）」
		　　　　　　　B-JP311005、311006
　※一次サプライヤー～自社への輸送分もカテゴリの算定対象範囲であるが未反映



カテゴリ3_エネルギー等の上流

		

				カテゴリ１．購入した製品・サービス コウニュウセイヒン

				■購入したサービス（OEM以外）の上流の排出 コウニュウイガイ

				ユニフォームのクリーニングを外注しており、同サービスに由来するCO2排出量を対象とする ガイチュウドウユライハイシュツリョウタイショウ

				社名/事業名 シャメイジギョウメイ		購入した製品・サービス名 コウニュウセイヒンメイ		物量・金額データ ブツリョウキンガク				排出原単位 ハイシュツゲンタンイ						排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ				排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ

								数値 スウチ		単位 タンイ		数値 スウチ		単位 タンイ		出典 シュッテン

				Ａ社／自動車事業 シャジドウシャジギョウ		リネンサプライ				百万円 ヒャクマンエン		2.30		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[5]洗濯業 カンキョウショウセンタクギョウ		0				0

				Ａ社／エンジン事業 シャジギョウ		リネンサプライ				百万円 ヒャクマンエン		2.30		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[5]洗濯業 カンキョウショウセンタクギョウ		0

				G社 シャ		リネンサプライ				百万円 ヒャクマンエン		2.30		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[5]洗濯業 カンキョウショウセンタクギョウ		0

				H社 シャ		リネンサプライ				百万円 ヒャクマンエン		2.30		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[5]洗濯業 カンキョウショウセンタクギョウ		0

				I社 シャ		リネンサプライ				百万円 ヒャクマンエン		2.30		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[5]洗濯業 カンキョウショウセンタクギョウ		0

				J社 シャ		リネンサプライ				百万円 ヒャクマンエン		2.30		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[5]洗濯業 カンキョウショウセンタクギョウ		0

				K社 シャ		リネンサプライ				百万円 ヒャクマンエン		2.30		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[5]洗濯業 カンキョウショウセンタクギョウ		0





カテゴリ4_調達物流

		

				カテゴリ２．資本財 シホンザイ

				■購入または取得した資本財の建設・製造及び輸送から発生する排出量

				社名/事業名 シャメイジギョウメイ		事業内容 ジギョウナイヨウ		資本財購入金額 シホンザイコウニュウキンガク				排出原単位 ハイシュツゲンタンイ						排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ				カテゴリ２排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ

								数値 スウチ		単位 タンイ		数値 スウチ		単位 タンイ		出典 シュッテン

				Ａ社／自動車事業 シャジドウシャジギョウ		自動車部品の調達、自動車の製造等 ジドウシャブヒンチョウタツジドウシャセイゾウ				百万円		2.83		t-CO2/百万円		環境省DB[6]乗用車 カンキョウショウジョウヨウシャ		0				0

				Ａ社／エンジン事業 シャジギョウ		自動車部品の調達、エンジンの製造等				百万円		2.94		t-CO2/百万円		環境省DB[6]自動車部品・同付属品 カンキョウショウジドウシャブヒンドウフゾクヒン		0

				B社 シャ		自動車及び関連製品の輸送、保管 ジドウクルマオヨカンレンセイヒンユソウホカン				百万円		3.82		t-CO2/百万円		環境省DB[6]道路輸送（除自家輸送） カンキョウショウドウロユソウジョジカユソウ		0

				C社 シャ		日本における自動車の販売 ニホンジドウシャハンバイ				百万円		3.39		t-CO2/百万円		環境省DB[6]小売 カンキョウショウコウリ		0

				D社 シャ		中国における自動車の販売 チュウゴクジドウシャハンバイ				百万円		3.39		t-CO2/百万円		環境省DB[6]小売 カンキョウショウコウリ		0

				E社 シャ		欧州における自動車の販売 オウシュウジドウシャハンバイ				百万円		3.39		t-CO2/百万円		環境省DB[6]小売 カンキョウショウコウリ		0

				F社 シャ		米国における自動車の販売 ベイコクジドウシャハンバイ				百万円		3.39		t-CO2/百万円		環境省DB[6]小売 カンキョウショウコウリ		0

				G社 シャ		原材料の調達、自動車部品の製造 ゲンザイリョウチョウタツジドウシャブヒンセイゾウ				百万円		2.94		t-CO2/百万円		環境省DB[6]自動車部品・同付属品 カンキョウショウジドウシャブヒンドウフゾクヒン		0

				H社 シャ		原材料の調達、自動車部品の製造 ゲンザイリョウチョウタツジドウシャブヒンセイゾウ				百万円		2.94		t-CO2/百万円		環境省DB[6]自動車部品・同付属品 カンキョウショウジドウシャブヒンドウフゾクヒン		0

				I社 シャ		原材料の調達、自動車部品の製造 ゲンザイリョウチョウタツジドウシャブヒンセイゾウ				百万円		2.94		t-CO2/百万円		環境省DB[6]自動車部品・同付属品 カンキョウショウジドウシャブヒンドウフゾクヒン		0

				J社 シャ		原材料の調達、自動車部品の製造 ゲンザイリョウチョウタツジドウシャブヒンセイゾウ				百万円		2.94		t-CO2/百万円		環境省DB[6]自動車部品・同付属品 カンキョウショウジドウシャブヒンドウフゾクヒン		0

				K社 シャ		原材料の調達、自動車部品の製造 ゲンザイリョウチョウタツジドウシャブヒンセイゾウ				百万円		2.94		t-CO2/百万円		環境省DB[6]自動車部品・同付属品 カンキョウショウジドウシャブヒンドウフゾクヒン		0

																		0

																		0

																		0

																		0





カテゴリ4_委託物流（省エネ法）

		

				カテゴリ３．Scope1,2に含まれない燃料及びエネルギー関連活動 フクネンリョウオヨカンレンカツドウ

				■購入した燃料及びエネルギーの上流側（資源採取、精算及び輸送）の排出 コウニュウネンリョウオヨガワシゲンサイシュセイサンオヨユソウ

				区分 クブン		社名/事業名 シャメイジギョウメイ		エネルギー種 シュ		エネルギーの物量データ ブツリョウ				排出原単位 ハイシュツゲンタンイ						排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ				排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ

										数値 スウチ		単位 タンイ		数値 スウチ		単位 タンイ		出典 シュッテン

				単体 タンタイ		A社／自動車事業 シャジドウシャジギョウ		ガソリン				kL		0.343		t-CO2/kL		CFP DB B-JP311001 「ガソリン」		0				0

								軽油				kL		0.152		t-CO2/kL		CFP DB B-JP311005 「軽油」 ケイユ		0

								都市ガス トシ				千m3		0.74		t-CO2/千Nm3 セン		CFP DB B-JP321001 「都市ガス13A」 トシ		0

								電力 デンリョク				ｋWh		0.0354		t-CO2/KWh		環境省DB [7]「電力」 カンキョウショウデンリョク		0

				単体 タンタイ		A社／エンジン事業 シャジギョウ		ガソリン				kL		0.343		t-CO2/kL		CFP DB B-JP311001 「ガソリン」		0

								軽油				kL		0.152		t-CO2/kL		CFP DB B-JP311005 「軽油」 ケイユ		0

								都市ガス トシ				千m3		0.74		t-CO2/千Nm3 セン		CFP DB B-JP321001 「都市ガス13A」 トシ		0

								電力 デンリョク				MWh		0.0354		t-CO2/MWh		環境省DB [7]「電力」 カンキョウショウデンリョク		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		B社 シャ		ガソリン				kL		0.343		t-CO2/kL		CFP DB B-JP311001 「ガソリン」		0

								軽油				kL		0.152		t-CO2/kL		CFP DB B-JP311005 「軽油」 ケイユ		0

								A重油 ジュウユ				kL		0.214		t-CO2/kL		CFP DB B-JP311006 「A重油」 ジュウユ		0

								電力 デンリョク				MWh		0.0354		t-CO2/MWh		環境省DB [7]「電力」 カンキョウショウデンリョク		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		C社 シャ		ガソリン				kL		0.343		t-CO2/kL		CFP DB B-JP311001 「ガソリン」		0

								電力 デンリョク				MWh		0.0354		t-CO2/MWh		環境省DB [7]「電力」 カンキョウショウデンリョク		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		D社 シャ		ガソリン				kL		0.343		t-CO2/kL		CFP DB B-JP311001 「ガソリン」		0

								電力 デンリョク				MWh		0.0354		t-CO2/MWh		環境省DB [7]「電力」 カンキョウショウデンリョク		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		E社 シャ		ガソリン				kL		0.343		t-CO2/kL		CFP DB B-JP311001 「ガソリン」		0

								電力 デンリョク				MWh		0.0354		t-CO2/MWh		環境省DB [7]「電力」 カンキョウショウデンリョク		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		F社 シャ		ガソリン				kL		0.343		t-CO2/kL		CFP DB B-JP311001 「ガソリン」		0

								電力 デンリョク				MWh		0.0354		t-CO2/MWh		環境省DB [7]「電力」 カンキョウショウデンリョク		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		G社 シャ		ガソリン				kL		0.343		t-CO2/kL		CFP DB B-JP311001 「ガソリン」		0

								Ａ重油				kL		0.214		t-CO2/kL		CFP DB B-JP311006 「A重油」 ジュウユ		0

								一般炭				t		0.0365		t-CO2/t		CFP DB B-JP304002「一般炭」 イッパンタン		0

								液化石油ガス(ＬＰＧ)				t		0.537		t-CO2/t		CFP DB B-JP311013「液化石油ガス（LPG）」		0

								電力 デンリョク				MWh		0.0354		t-CO2/MWh		環境省DB [7]「電力」 カンキョウショウデンリョク		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		H社 シャ		ガソリン				kL		0.343		t-CO2/kL		CFP DB B-JP311001 「ガソリン」		0

								灯油 トウユ				kL		0.214		t-CO2/kL		CFP DB B-JP311006 「A重油」 ジュウユ		0

								都市ガス トシ				千m3		0.74		t-CO2/千Nm3 セン		CFP DB B-JP321001 「都市ガス13A」 トシ		0

								電力 デンリョク				MWh		0.0354		t-CO2/MWh		環境省DB [7]「電力」 カンキョウショウデンリョク		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		Ｉ社 シャ		ガソリン				kL		0.343		t-CO2/kL		CFP DB B-JP311001 「ガソリン」		0

								Ｂ重油				kL		0.214		t-CO2/kL		CFP DB B-JP311006 「A重油」 ジュウユ		0

								液化天然ガス（ＬＮＧ）				t		0.554		t-CO2/t		CFP DB B-JP304004「液化天然ガス（LNG）」 テンネン		0

								電力 デンリョク				MWh		0.0354		t-CO2/MWh		環境省DB [7]「電力」 カンキョウショウデンリョク		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		J社 シャ		ガソリン				kL		0.343		t-CO2/kL		CFP DB B-JP311001 「ガソリン」		0

								オイルコークス				t		0.414		t-CO2/t		CFP DB B-JP311021「オイルコークス」		0

								液化天然ガス（ＬＮＧ）				t		0.554		t-CO2/t		CFP DB B-JP304004「液化天然ガス（LNG）」 テンネン		0

								電力 デンリョク				MWh		0.0354		t-CO2/MWh		環境省DB [7]「電力」 カンキョウショウデンリョク		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		K社 シャ		ガソリン				kL		0.343		t-CO2/kL		CFP DB B-JP311001 「ガソリン」		0

								オイルコークス				t		0.414		t-CO2/t		CFP DB B-JP311021「オイルコークス」		0

								産業用蒸気 サンギョウヨウジョウキ				GJ		0.0139		t-CO2/GJ		環境省DB [7]「蒸気」 カンキョウショウジョウキ		0

								電力 デンリョク				MWh		0.0354		t-CO2/MWh		環境省DB [7]「電力」 カンキョウショウデンリョク		0





カテゴリ4_委託物流（海外輸出）

		

				カテゴリ４．輸送、配送（上流） ユソウハイソウジョウリュウ

				■調達輸送 チョウタツユソウ

				調達輸送に伴う排出量を算定。国内企業からの調達のみを行っており、該当する活動は調達に伴う国内陸上輸送のCO2排出量。今後、海外調達が生じた場合、「カテゴリ4_委託物流（海外輸出）」と同様に算定予定。 チョウタツユソウトモナハイシュツリョウサンテイコクナイキギョウチョウタツオコナガイトウカツドウチョウタツコンゴカイガイチョウタツショウバアイイタクブツリュウカイガイユシュツドウヨウサンテイヨテイ

				自グループ会社からの調達における輸送（例えば、連結子会社G社からA社の輸送）も該当するが、同物流はB社が担うためScope1,2に計上済であり、カテゴリ4には計上しない（詳細は、「カテゴリ4_委託物流（省エネ法）」）。 ジガイシャチョウタツユソウタトレンケツコガイシャシャシャユソウガイトウドウブツリュウシャニナケイジョウスミケイジョウショウサイイタクブツリュウショウホウ

				また、オフィス用具等は、事業用調達製品に比べて明らかに少重量であることから、算定から除外した。

				区分 クブン		社名/事業名 シャメイジギョウメイ		購入した製品・サービス名 コウニュウセイヒンメイ		物量・金額データ ブツリョウキンガク				陸上輸送
距離[km] リクジョウユソウキョリ		排出原単位 ハイシュツゲンタンイ						排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ				排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ

										数値 スウチ		単位 タンイ				数値 スウチ		単位 タンイ		出典 シュッテン

				単体 タンタイ		A社／自動車事業 シャジドウシャジギョウ		ポリエチレン				t		100		0.000149		t-CO2/tkm		CFP DB 「トラック輸送（10トン車：積載率62%）」		0				0

								塩化ビニル エンカ				t		100		0.000149		t-CO2/tkm		CFP DB 「トラック輸送（10トン車：積載率62%）」		0

								エポキシ樹脂 ジュシ				t		100		0.000149		t-CO2/tkm		CFP DB 「トラック輸送（10トン車：積載率63%）」		0

								合成ゴム ゴウセイ				t		100		0.000149		t-CO2/tkm		CFP DB 「トラック輸送（10トン車：積載率64%）」		0

								塗料 トリョウ				t		100		0.000149		t-CO2/tkm		CFP DB 「トラック輸送（10トン車：積載率65%）」		0

								エンジンオイル				t		100		0.000149		t-CO2/tkm		CFP DB 「トラック輸送（10トン車：積載率62%）」		0

								ガラス				t		100		0.000149		t-CO2/tkm		CFP DB 「トラック輸送（10トン車：積載率63%）」		0

								タイヤ				百万円 ヒャクマンエン		100		0.000149		t-CO2/tkm		CFP DB 「トラック輸送（10トン車：積載率64%）」		0

				単体 タンタイ		A社／エンジン事業 シャジギョウ		合成ゴム ゴウセイ				t		100		0.000149		t-CO2/tkm		CFP DB 「トラック輸送（10トン車：積載率62%）」		0

								エンジンオイル				t		100		0.000149		t-CO2/tkm		CFP DB 「トラック輸送（10トン車：積載率63%）」		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		G社 シャ		鉄(高合金鋼除く)				t		100		0.000149		t-CO2/tkm		CFP DB 「トラック輸送（10トン車：積載率62%）」		0

								特殊鋼 トクシュコウ				t		100		0.000149		t-CO2/tkm		CFP DB 「トラック輸送（10トン車：積載率63%）」		0

								マグネシウム				t		100		0.000149		t-CO2/tkm		CFP DB 「トラック輸送（10トン車：積載率64%）」		0

								アルミニウム				t		100		0.000149		t-CO2/tkm		CFP DB 「トラック輸送（10トン車：積載率62%）」		0

								銅				t		100		0.000149		t-CO2/tkm		CFP DB 「トラック輸送（10トン車：積載率63%）」		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		H社 シャ		鉄(高合金鋼除く)				t		100		0.000149		t-CO2/tkm		CFP DB 「トラック輸送（10トン車：積載率62%）」		0

								マグネシウム				t		100		0.000149		t-CO2/tkm		CFP DB 「トラック輸送（10トン車：積載率63%）」		0

								アルミニウム				t		100		0.000149		t-CO2/tkm		CFP DB 「トラック輸送（10トン車：積載率64%）」		0

								銅				t		100		0.000149		t-CO2/tkm		CFP DB 「トラック輸送（10トン車：積載率62%）」		0

								亜鉛 アエン				t		100		0.000149		t-CO2/tkm		CFP DB 「トラック輸送（10トン車：積載率63%）」		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		Ｉ社 シャ		鉄(高合金鋼除く)				t		100		0.000149		t-CO2/tkm		CFP DB 「トラック輸送（10トン車：積載率62%）」		0

								マグネシウム				t		100		0.000149		t-CO2/tkm		CFP DB 「トラック輸送（10トン車：積載率63%）」		0

								アルミニウム				t		100		0.000149		t-CO2/tkm		CFP DB 「トラック輸送（10トン車：積載率64%）」		0

								銅				t		100		0.000149		t-CO2/tkm		CFP DB 「トラック輸送（10トン車：積載率62%）」		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		J社 シャ		鉄(高合金鋼除く)				t		100		0.000149		t-CO2/tkm		CFP DB 「トラック輸送（10トン車：積載率63%）」		0

								アルミニウム				t		100		0.000149		t-CO2/tkm		CFP DB 「トラック輸送（10トン車：積載率62%）」		0

								銅				t		100		0.000149		t-CO2/tkm		CFP DB 「トラック輸送（10トン車：積載率63%）」		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		K社 シャ		鉄(高合金鋼除く)				t		100		0.000149		t-CO2/tkm		CFP DB 「トラック輸送（10トン車：積載率64%）」		0

								エンジンオイル				t		100		0.000149		t-CO2/tkm		CFP DB 「トラック輸送（10トン車：積載率62%）」		0

								亜鉛 アエン				t		100		0.000149		t-CO2/tkm		CFP DB 「トラック輸送（10トン車：積載率63%）」		0

				重量換算 ジュウリョウカンザン

				最も多く調達しているタイヤ種類を代表製品と見做し、実測データをもとに「金額→重量換算」を行う。 モットオオチョウタツシュルイダイヒョウセイヒンミナジッソクキンガクジュウリョウカンザンオコナ

				タイヤ重量 ジュウリョウ		0.0085		t/本 ホン

				タイヤ金額単価 キンガクタンカ		0.008		百万円/本 ヒャクマンエンホン

				タイヤ金額あたり重量 キンガクジュウリョウ		1.06		t/百万円 ヒャクマンエン

				タイヤ調達金額 チョウタツキンガク		500		百万円 ヒャクマンエン

				タイヤ調達重量 チョウタツジュウリョウ		531.25		t



※国内陸上輸送シナリオ

CFP-PCR策定のための分野別ガイド“工業製品（食料品以外）”の「輸送が陸運のみの場合」「海外における陸送距離」を代用し、500km、10トントラック、積載率62%と想定



カテゴリ5_事業から出る廃棄物

		

				カテゴリ４．輸送、配送（上流） ユソウハイソウジョウリュウ

				■改正省エネ法の荷主責任報告値を用いる方法※ カイセイショウホウニヌシセキニンホウコクチモチホウホウ

				自社あるいはB社（グループ内の物流会社）が保有する車両等による輸送は、Scope1,2排出量に含まれているため除外 ジシャシャナイブツリュウカイシャホユウシャリョウナドユソウハイシュツリョウフクジョガイ

				　※特定荷主に該当せず、受託物流に関わる排出を算定していない場合でも、該当する活動が無いというわけではありません。 トクテイニヌシガイトウジュタクブツリュウカカハイシュツサンテイバアイガイトウカツドウナ

				　※該当する活動を把握し、調達物流や委託物流（海外輸出）の事例と同様の方法で算定する必要があります。 ガイトウカツドウハアクブツリュウイタクブツリュウカイガイユシュツジレイ

				区分 クブン		社名/事業名 シャメイジギョウメイ		省エネ法荷主責任
報告値[t-CO2] ショウホウニヌシセキニンホウコクアタイ		Scope1,2
重複分[t-CO2] チョウフクブン		排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ				排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ

				単体 タンタイ		A社／自動車事業 シャジドウシャジギョウ		100,000		100,000		0				0

				単体 タンタイ		A社／エンジン事業 シャジギョウ		10,000		10,000		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		G社 シャ		20,000		20,000		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		H社 シャ		20,000		20,000		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		I社 シャ		20,000		20,000		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		J社 シャ		15,000		15,000		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		K社 シャ		15,000		15,000		0

												0

												0

												0

												0



委託物流について、出荷物流や横持物流等において外部事業者に委託した物流が該当します。
当該物流は、改正省エネ法の荷主責任報告の対象として既に把握している場合が多いです。ただし、荷主責任報告の範囲には、グループ内会社による輸送（Scope1,2対象）も含まれています。したがって、グループ内に輸送事業者が存在する場合は、特に注意が必要です。
本資料事例では、左記のとおり、省エネ法報告値はすべてグループ内会社が担い、Scope1,2に計上されている場合を想定しており、カテゴリ4として計上すべき排出量は無いとしています。



カテゴリ6_出張

		

				カテゴリ４．輸送、配送（上流） ユソウハイソウジョウリュウ

				■外部事業者に委託した物流（海外輸出における海上輸送及び国外陸上輸送に伴うCO2排出量） ガイブジギョウシャイタクブツリュウカイガイユシュツカイジョウユソウオヨコクガイリクジョウユソウトモナハイシュツリョウ

				社名/事業名 シャメイジギョウメイ		商品名 ショウヒンメイ		輸出先国 ユシュツサキコク		輸送重量
[t] ユソウジュウリョウ		海上輸送距離
[km] カイジョウユソウキョリ		排出原単位 ハイシュツゲンタンイ						国外陸上輸送
距離[km] コクガイリクジョウユソウキョリ		排出原単位 ハイシュツゲンタンイ						排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ				排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ

														数値 スウチ		単位 タンイ		出典 シュッテン				数値 スウチ		単位 タンイ		出典 シュッテン

				A社／自動車事業 シャジドウシャジギョウ		自動車 ジドウシャ		中国 チュウゴク				2,111		0.00000952		t-CO2/tkm		CFP DB「コンテナ船＞4000TEU」 セン		500		0.000149		t-CO2/tkm		CFP DB 「トラック輸送（10トン車：積載率62%）」		0				0

								フランス				18,172		0.00000952		t-CO2/tkm		CFP DB「コンテナ船＞4000TEU」 セン		500		0.000149		t-CO2/tkm		CFP DB 「トラック輸送（10トン車：積載率62%）」		0

								アメリカ東海岸 ヒガシカイガン				18,707		0.00000952		t-CO2/tkm		CFP DB「コンテナ船＞4000TEU」 セン		500		0.000149		t-CO2/tkm		CFP DB 「トラック輸送（10トン車：積載率62%）」		0

								アメリカ西海岸 ニシカイガン				9,622		0.00000952		t-CO2/tkm		CFP DB「コンテナ船＞4000TEU」 セン		500		0.000149		t-CO2/tkm		CFP DB 「トラック輸送（10トン車：積載率62%）」		0

				A社／エンジン事業 シャジギョウ		エンジン		中国 チュウゴク				2,111		0.00000952		t-CO2/tkm		CFP DB「コンテナ船＞4000TEU」 セン		500		0.000149		t-CO2/tkm		CFP DB 「トラック輸送（10トン車：積載率62%）」		0

																												0

																												0

																												0

																												0



※輸送シナリオ

国外陸上輸送：
CFP-PCR策定のための分野別ガイド“工業製品（食料品以外）”の「生産地が海外の場合（国内の港→店舗等）」「海外における陸送距離」を代用し、500km、10トントラック、積載率62%と想定

海上輸送：
CFP-PCR策定のための分野別ガイド“工業製品（食料品以外）”の「生産地が海外の場合（生産国の港→国内の港）」を代用し、10トントラック、積載率62%と想定
輸送距離は、CFP DB国地域間距離データベースより設定



カテゴリ7_通勤

		

				カテゴリ５．事業から出る廃棄物 ジギョウデハイキブツ

				■事業から出る廃棄物の廃棄処理に伴うCO2排出量 ジギョウデハイキブツハイキショリトモナハイシュツリョウ

				廃棄物輸送段階は任意のため含まない ハイキブツユソウダンカイニンイフク

				＜廃棄物重量＞ ハイキブツジュウリョウ

				社名/事業名 シャメイジギョウメイ		項目 コウモク		単位 タンイ		産業廃棄物 サンギョウハイキブツ								一般廃棄物 イッパンハイキブツ		計 ケイ

										廃油 ハイユ		ガラス陶磁器くず トウジキ		金属くず キンゾク		廃プラスチック類 ハイルイ		オフィスごみ

						焼却処理 ショウキャクショリ		ｔ		0		0		0		0		0		0.0

				A社／自動車事業 シャジドウシャジギョウ		埋立処理 ウメタテショリ		t										0		0.0

				A社／自動車事業 シャジドウシャジギョウ		リサイクル		ｔ										0		0.0

				A社／エンジン事業 シャジギョウ				t										0		0.0

				G社 シャ				ｔ										0		0.0

				H社 シャ				t										0		0.0

				I社 シャ				ｔ										0		0.0

				J社 シャ				t										0		0.0

				K社 シャ				ｔ										0		0.0

				A社／自動車事業 シャジドウシャジギョウ		処理方法不明 ショリホウホウフメイ		t		0		0		0		0		4.0		4.0

				A社／エンジン事業 シャジギョウ				t		0		0		0		0		1.0		1.0

				B社 シャ				ｔ		0		0		0		0		0.3		0.3

				C社 シャ				t		0		0		0		0		0.1		0.1

				D社 シャ				ｔ		0		0		0		0		0.1		0.1

				E社 シャ				t		0		0		0		0		0.1		0.1

				F社 シャ				ｔ		0		0		0		0		0.1		0.1

				G社 シャ				t		0		0		0		0		1.2		1.2

				H社 シャ				ｔ		0		0		0		0		1.1		1.1

				I社 シャ				t		0		0		0		0		0.5		0.5

				J社 シャ				t		0		0		0		0		0.8		0.8

				K社 シャ				t		0		0		0		0		0.7		0.7

				計 ケイ				t		0		0		0		0		10

																		ほぼ紙ごみ カミ

						＜廃棄物種類別・処理方法別重量＞ ハイキブツシュルイベツショリホウホウベツジュウリョウ

						項目 コウモク		単位 タンイ		廃油 ハイユ		ガラス陶磁器くず トウジキ		金属くず キンゾク		廃プラスチック類 ハイルイ		紙くず カミ

						焼却処理 ショウキャクショリ		t-CO2/t		0		0		0		0		0

						埋立処理 ウメタテショリ		t-CO2/t		0		0		0		0		0

						リサイクル		t-CO2/t		0		0		0		0		0

						処理方法不明 ショリホウホウフメイ		t-CO2/t		0		0		0		0		10

						＜排出原単位＞ 環境省「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための排出原単位データベース（ver.2.2）」 [8][9] ハイシュツゲンタンイ

						項目 コウモク		単位 タンイ		廃油 ハイユ		ガラス陶磁器くず トウジキ		金属くず キンゾク		廃プラスチック類 ハイルイ		紙くず カミ

						焼却処理 ショウキャクショリ		t-CO2/t		2.9564		0.0334		0.0334		2.6361		0.0365

						埋立処理 ウメタテショリ		t-CO2/t		0.0379		0.0379		0.0379		0.0379		2.4655

						リサイクル		t-CO2/t		0.0000		0.0000		0.0000		0.1360		0.0000

						処理方法不明 ショリホウホウフメイ		t-CO2/t		0.0000		0.0000		0.0000		0.1360		0.0000

						＜排出量＞ ハイシュツリョウ

						項目 コウモク		単位 タンイ		廃油 ハイユ		ガラス陶磁器くず トウジキ		金属くず キンゾク		廃プラスチック類 ハイルイ		紙くず カミ		計 ケイ

						焼却処理 ショウキャクショリ		t-CO2		0		0		0		0		0		0

						埋立処理 ウメタテショリ		t-CO2		0		0		0		0		0		0

						リサイクル		t-CO2		0		0		0		0		0		0

						処理方法不明 ショリホウホウフメイ		t-CO2		0		0		0		0		0		0

						合計 ゴウケイ		t-CO2		0		0		0		0		0		0

																				排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ

																				0





カテゴリ8_リース資産（上流）

		

				カテゴリ６．出張 シュッチョウ

				■出張に際して用いる交通機関の稼働に伴うCO2排出量 シュッチョウサイモチコウツウキカンカドウトモナハイシュツリョウ

				宿泊は任意のため算定に含まない シュクハクニンイサンテイフク

				区分 クブン		社名/事業名 シャメイジギョウメイ		交通機関 コウツウキカン		出張旅費 シュッチョウリョヒ				排出原単位 ハイシュツゲンタンイ						排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ				排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ

										数値 スウチ		単位 タンイ		数値 スウチ		単位 タンイ		出典 シュッテン

				単体 タンタイ		Ａ社／自動車事業 シャジドウシャジギョウ						百万円		0.00137		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[11]「旅客鉄道」 カンキョウショウリョカクテツドウ		0				0

												百万円		0.00321		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[11]「旅客航空機 国内線」 カンキョウショウリョカクコウクウキコクナイセン		0

												百万円		0.00201		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[11]「旅客航空機 国際線」 カンキョウショウリョカクコウクウキコクサイ		0

				単体 タンタイ		Ａ社／エンジン事業 シャジギョウ						百万円		0.00137		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[11]「旅客鉄道」 カンキョウショウリョカクテツドウ		0

												百万円		0.00321		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[11]「旅客航空機 国内線」 カンキョウショウリョカクコウクウキコクナイセン		0

												百万円		0.00201		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[11]「旅客航空機 国際線」 カンキョウショウリョカクコウクウキコクサイ		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		B社 シャ						百万円		0.00137		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[11]「旅客鉄道」 カンキョウショウリョカクテツドウ		0

												百万円		0.00321		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[11]「旅客航空機 国内線」 カンキョウショウリョカクコウクウキコクナイセン		0

												百万円		0.00201		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[11]「旅客航空機 国際線」 カンキョウショウリョカクコウクウキコクサイ		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		C社 シャ						百万円		0.00137		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[11]「旅客鉄道」 カンキョウショウリョカクテツドウ		0

												百万円		0.00321		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[11]「旅客航空機 国内線」 カンキョウショウリョカクコウクウキコクナイセン		0

												百万円		0.00201		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[11]「旅客航空機 国際線」 カンキョウショウリョカクコウクウキコクサイ		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		D社 シャ						百万円		0.00137		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[11]「旅客鉄道」 カンキョウショウリョカクテツドウ		0

												百万円		0.00321		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[11]「旅客航空機 国内線」 カンキョウショウリョカクコウクウキコクナイセン		0

												百万円		0.00201		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[11]「旅客航空機 国際線」 カンキョウショウリョカクコウクウキコクサイ		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		E社 シャ						百万円		0.00137		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[11]「旅客鉄道」 カンキョウショウリョカクテツドウ		0

												百万円		0.00321		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[11]「旅客航空機 国内線」 カンキョウショウリョカクコウクウキコクナイセン		0

												百万円		0.00201		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[11]「旅客航空機 国際線」 カンキョウショウリョカクコウクウキコクサイ		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		F社 シャ						百万円		0.00137		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[11]「旅客鉄道」 カンキョウショウリョカクテツドウ		0

												百万円		0.00321		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[11]「旅客航空機 国内線」 カンキョウショウリョカクコウクウキコクナイセン		0

												百万円		0.00201		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[11]「旅客航空機 国際線」 カンキョウショウリョカクコウクウキコクサイ		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		G社 シャ						百万円		0.00137		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[11]「旅客鉄道」 カンキョウショウリョカクテツドウ		0

												百万円		0.00321		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[11]「旅客航空機 国内線」 カンキョウショウリョカクコウクウキコクナイセン		0

												百万円		0.00201		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[11]「旅客航空機 国際線」 カンキョウショウリョカクコウクウキコクサイ		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		H社 シャ						百万円		0.00137		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[11]「旅客鉄道」 カンキョウショウリョカクテツドウ		0

												百万円		0.00321		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[11]「旅客航空機 国内線」 カンキョウショウリョカクコウクウキコクナイセン		0

												百万円		0.00201		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[11]「旅客航空機 国際線」 カンキョウショウリョカクコウクウキコクサイ		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		I社 シャ						百万円		0.00137		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[11]「旅客鉄道」 カンキョウショウリョカクテツドウ		0

												百万円		0.00321		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[11]「旅客航空機 国内線」 カンキョウショウリョカクコウクウキコクナイセン		0

												百万円		0.00201		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[11]「旅客航空機 国際線」 カンキョウショウリョカクコウクウキコクサイ		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		J社 シャ						百万円		0.00137		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[11]「旅客鉄道」 カンキョウショウリョカクテツドウ		0

												百万円		0.00321		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[11]「旅客航空機 国内線」 カンキョウショウリョカクコウクウキコクナイセン		0

												百万円		0.00201		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[11]「旅客航空機 国際線」 カンキョウショウリョカクコウクウキコクサイ		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		K社 シャ						百万円		0.00137		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[11]「旅客鉄道」 カンキョウショウリョカクテツドウ		0

												百万円		0.00321		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[11]「旅客航空機 国内線」 カンキョウショウリョカクコウクウキコクナイセン		0

												百万円		0.00201		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[11]「旅客航空機 国際線」 カンキョウショウリョカクコウクウキコクサイ		0





カテゴリ9_輸送（下流）

		

				カテゴリ７．従業員の通勤 ジュウギョウインツウキン

				■通勤に際して用いる交通機関の稼働に伴うCO2排出量 ツウキンサイモチコウツウキカンカドウトモナハイシュツリョウ

				マイカー通勤者には、ガソリン補助費を支払っており、同費用を通勤費とする ツウキンシャホジョヒシハラドウヒヨウツウキンヒ

				区分 クブン		社名/事業名 シャメイジギョウメイ		交通機関 コウツウキカン		通勤費 ツウキンヒ				排出原単位 ハイシュツゲンタンイ						排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ				排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ

										数値 スウチ		単位 タンイ		数値 スウチ		単位 タンイ		出典 シュッテン

				単体 タンタイ		Ａ社／自動車事業 シャジドウシャジギョウ		鉄道 テツドウ				百万円		0.00137		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[11]「旅客鉄道」 カンキョウショウリョカクテツドウ		0				0

								バス				百万円		0.00242		t-CO2/百万円		環境省DB[11]「自動車 バス（営業用乗合）」 カンキョウショウジドウシャエイギョウヨウノリアイ		0

								自動車 ジドウシャ				百万円		16.8		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		自動車排出原単位※ ジドウシャハイシュツゲンタンイ		0

				単体 タンタイ		Ａ社／エンジン事業 シャジギョウ		鉄道 テツドウ				百万円		0.00137		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[11]「旅客鉄道」 カンキョウショウリョカクテツドウ		0

								バス				百万円		0.00242		t-CO2/百万円		環境省DB[11]「自動車 バス（営業用乗合）」 カンキョウショウジドウシャエイギョウヨウノリアイ		0

								自動車 ジドウシャ				百万円		16.8		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		自動車排出原単位※		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		B社 シャ		鉄道 テツドウ				百万円		0.00347		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[12]「旅客鉄道」 カンキョウショウリョカクテツドウ		0

								バス				百万円		0.00452		t-CO2/百万円		環境省DB[12]「自動車 バス（営業用乗合）」 カンキョウショウジドウシャエイギョウヨウノリアイ		0

								自動車 ジドウシャ				百万円		16.8		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		自動車排出原単位※		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		C社 シャ		鉄道 テツドウ				百万円		0.00557		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[13]「旅客鉄道」 カンキョウショウリョカクテツドウ		0

								バス				百万円		0.00662		t-CO2/百万円		環境省DB[13]「自動車 バス（営業用乗合）」 カンキョウショウジドウシャエイギョウヨウノリアイ		0

								自動車 ジドウシャ				百万円		16.8		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		自動車排出原単位※		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		D社 シャ		鉄道 テツドウ				百万円		0.00767		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[14]「旅客鉄道」 カンキョウショウリョカクテツドウ		0

								バス				百万円		0.00872		t-CO2/百万円		環境省DB[14]「自動車 バス（営業用乗合）」 カンキョウショウジドウシャエイギョウヨウノリアイ		0

								自動車 ジドウシャ				百万円		16.8		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		自動車排出原単位※		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		E社 シャ		鉄道 テツドウ				百万円		0.00977		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[15]「旅客鉄道」 カンキョウショウリョカクテツドウ		0

								バス				百万円		0.01082		t-CO2/百万円		環境省DB[15]「自動車 バス（営業用乗合）」 カンキョウショウジドウシャエイギョウヨウノリアイ		0

								自動車 ジドウシャ				百万円		16.8		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		自動車排出原単位※		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		F社 シャ		鉄道 テツドウ				百万円		0.01187		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[16]「旅客鉄道」 カンキョウショウリョカクテツドウ		0

								バス				百万円		0.01292		t-CO2/百万円		環境省DB[16]「自動車 バス（営業用乗合）」 カンキョウショウジドウシャエイギョウヨウノリアイ		0

								自動車 ジドウシャ				百万円		16.8		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		自動車排出原単位※		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		G社 シャ		鉄道 テツドウ				百万円		0.01397		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[17]「旅客鉄道」 カンキョウショウリョカクテツドウ		0

								バス				百万円		0.01502		t-CO2/百万円		環境省DB[17]「自動車 バス（営業用乗合）」 カンキョウショウジドウシャエイギョウヨウノリアイ		0

								自動車 ジドウシャ				百万円		16.8		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		自動車排出原単位※		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		H社 シャ		鉄道 テツドウ				百万円		0.01607		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[18]「旅客鉄道」 カンキョウショウリョカクテツドウ		0

								バス				百万円		0.01712		t-CO2/百万円		環境省DB[18]「自動車 バス（営業用乗合）」 カンキョウショウジドウシャエイギョウヨウノリアイ		0

								自動車 ジドウシャ				百万円		16.8		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		自動車排出原単位※		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		I社 シャ		鉄道 テツドウ				百万円		0.01817		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[19]「旅客鉄道」 カンキョウショウリョカクテツドウ		0

								バス				百万円		0.01922		t-CO2/百万円		環境省DB[19]「自動車 バス（営業用乗合）」 カンキョウショウジドウシャエイギョウヨウノリアイ		0

								自動車 ジドウシャ				百万円		16.8		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		自動車排出原単位※		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		J社 シャ		鉄道 テツドウ				百万円		0.02027		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[20]「旅客鉄道」 カンキョウショウリョカクテツドウ		0

								バス				百万円		0.02132		t-CO2/百万円		環境省DB[20]「自動車 バス（営業用乗合）」 カンキョウショウジドウシャエイギョウヨウノリアイ		0

								自動車 ジドウシャ				百万円		16.8		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		自動車排出原単位※		0

				連結子会社 レンケツコガイシャ		K社 シャ		鉄道 テツドウ				百万円		0.00347		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		環境省DB[12]「旅客鉄道」 カンキョウショウリョカクテツドウ		0

								バス				百万円		0.00452		t-CO2/百万円		環境省DB[12]「自動車 バス（営業用乗合）」 カンキョウショウジドウシャエイギョウヨウノリアイ		0

								自動車 ジドウシャ				百万円		16.8		t-CO2/百万円 ヒャクマンエン		自動車排出原単位※		0



＜自動車　排出原単位※　＞
CFP DB「ガソリンの燃焼」、石油情報センター 一般小売価格（2014年度全国平均値） から推計
16.8 [t-CO2/百万円]=1,000,000[円]÷158.1/1000[kL/円]×2.66[t-CO2/kL]

なお、自社製品による通勤を行っている従業員がいるため、通勤に伴う排出量はカテゴリ11「販売した製品の使用」と一部重複している。



カテゴリ10_加工（エンジン）

		

				カテゴリ８．リース資産（上流） シサンジョウリュウ

				■賃借している外部倉庫の稼働に伴うCO2排出量 チンシャクガイブソウコカドウトモナハイシュツリョウ

				賃借しているオフィス機器、車両の稼働に伴う排出量はScope1,2に計上済のため、カテゴリ8の算定対象外 チンシャクキキシャリョウカドウトモナハイシュツリョウケイジョウスミサンテイタイショウガイ

				調査の結果、H社が生産量が増加した1－3月のみ外部倉庫を賃借していたため、当該排出量を計上することとした。 チョウサケッカシャセイサンリョウゾウカガツガイブソウコチンシャクトウガイハイシュツリョウケイジョウ

				区分 クブン		社名/事業名 シャメイジギョウメイ		リース資産名 シサン		規模を表す指標 キボアラワシヒョウ				排出原単位 ハイシュツゲンタンイ						排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ				排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ

										数値 スウチ		単位 タンイ		数値 スウチ		単位 タンイ		出典 シュッテン

				連結子会社 レンケツコガイシャ		H社 シャ		外部倉庫 ガイブソウコ				m2		0.02375		t-CO2/(m2・月) ツキ		環境省DB[16]その他サービス業※ カンキョウショウタギョウ		0				0

																				0

																				0

																				0

																				0



＜排出原単位※　＞
環境省DB[16]その他サービス業の排出原単位は、建物用途別・単位面積当たりの年間排出量を原単位化したもの。
外部倉庫は、１－３月の３ヶ月間のみ借りているため、3か月分の排出原単位に換算して用いる。
 0.02375[t-CO2/m2]=0.095[t-CO2/m2]×3/12[年]



カテゴリ11_製品の使用（自動車）

		

				カテゴリ９．輸送、配送（下流） ユソウハイソウカリュウ

				■販売店の運営に伴うCO2排出量 ハンバイテンウンエイトモナハイシュツリョウ

				C,D,E,F社の販売店運営に伴う排出量5,000t-CO2は、Scope1,2に計上済のため、カテゴリ9の算定対象外 シャハンバイテンウンエイトモナハイシュツリョウケイジョウスミサンテイタイショウガイ

				当社製品を扱う外部販売店の運営時排出量を対象とする トウシャセイヒンアツカガイブハンバイテンウンエイジハイシュツリョウタイショウ

				活動名		エネルギー由来排出量 ユライハイシュツリョウ				排出原単位 ハイシュツゲンタンイ						排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ				カテゴリ９排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ

						数値 スウチ		単位 タンイ		数値 スウチ		単位 タンイ		出典 シュッテン

				自社販売店 ジシャハンバイテン		0		t-CO2		0		-		Scope1,2に計上済のためカテゴリ9の算定対象外 ケイジョウスミサンテイタイショウガイ		0				0

				他社販売店 タシャハンバイテン		0		t-CO2		0.18		-				0

																0

																0

																0

				＜エネルギー由来排出量＞ ユライハイシュツリョウ

						排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ

				C社 シャ		0

				D社 シャ		0

				E社 シャ		0

				F社 シャ		0

				グループ内（C,D,E,F社） ナイシャ		0

				＜販売数量比＞ ハンバイスウリョウヒ

				卸先 オロシサキ		販売数量
[台] ハンバイスウリョウ				販売比
[-] ハンバイヒ

				グループ内（C,D,E,F社） ナイシャ		1,200,000				0.18

				グループ外（他社販売店） ソトタシャハンバイテン		210,000



販売店の運営に伴うCO2排出量
 C,D,E,F社の販売店運営に伴う排出量はScope1,2に計上済のため、カテゴリ9の算定対象外。 

一方で、グループ会社外の販売店による販売もあり、同販売店における排出量を計上する必要がある。
ただし、 床面積、店舗数、同店舗における自社製品の売上比率等は不明。
そこで、自社の販売店における排出量（すなわち、C,D,E,F社におけるScope1,2排出量）に対し、
自社単体から卸した数量比（自グループ内、自グループ外の比）を乗じて推計している。

（数量比）＝（グループ会社外への卸数量）／（グループ会社内への卸数量）



カテゴリ11_製品の使用（エンジン）

		

				カテゴリ１０．販売した製品の加工 ハンバイセイヒンカコウ

				■販売したエンジンの車体への組込に伴うCO2排出量 ハンバイシャタイクミコミトモナハイシュツリョウ

				該当する活動は、A社/エンジン事業が供給するエンジンの外部事業者における車体組込工程の排出量であり、自社排出量をもとに推計する ガイトウカツドウシャジギョウキョウキュウガイブジギョウシャシャタイクミコミコウテイハイシュツリョウジシャハイシュツリョウスイケイ

				G,H,I,J,K社の製造する自動車部品はすべてA社で加工されるため、Scope1,2に計上済であり、カテゴリ10では算定しない シャセイゾウジドウシャブヒンシャカコウケイジョウスミサンテイ

				中間製品 チュウカンセイヒン		エンジン販売量 ハンバイリョウ				排出原単位 ハイシュツゲンタンイ						排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ				排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ

						数値 スウチ		単位 タンイ		数値 スウチ		単位 タンイ		出典 シュッテン

				エンジン				個 コ		0.018		t-CO2e/個 コ		自社LCAデータ ジシャ		0				0

																0

																0

																0

																0

				エンジンの組込に関わるCO2排出量/個 クミコミカカハイシュツリョウコ

						エンジン1個当たりエネルギー消費量 コアショウヒリョウ				排出原単位						CO2排出量 ハイシュツリョウ

						数値 スウチ		単位 タンイ		数値 スウチ		単位 タンイ		出典 シュッテン

				軽油 ケイユ		0.0030		kL		2.58		t-CO2/kL		算定・報告・公表制度 排出係数一覧		0.008		t-CO2

				A重油 ジュウユ		0.0030		kL		2.71		t-CO2/kL		算定・報告・公表制度 排出係数一覧		0.008		t-CO2

				電気 デンキ		4.00		kWh		0.000579		t-CO2/kWh		電力会社別排出係数－平成26年度実績－ 代替値 デンリョクガイシャベツハイシュツケイスウヘイセイネンドジッセキダイタイアタイ		0.002		t-CO2

																0.018		t-CO2/個 コ





カテゴリ12_製品の廃棄

		

				カテゴリ１１．販売した製品の使用 ハンバイセイヒンシヨウ

				■販売した自動車の走行に伴うCO2排出量 ハンバイジドウシャソウコウトモナハイシュツリョウ

				A社/自動車が製造した自動車の使用時排出量を計上する シャジドウシャセイゾウジドウシャシヨウジハイシュツリョウケイジョウ

				顧客への提供方法は、販売及びリース（レンタカー含む）があるが、提供方法の違いによる使用方法等の実態は大差ないことから、 コキャクテイキョウホウホウオヨテイキョウホウホウチガタイサ

				使用時排出量を契約形態によって区分して算定する意味が無いと判断し、カテゴリ13に該当し得るリース分も含めカテゴリ11でまとめて計上している。

				中間製品 チュウカンセイヒン		自動車生産量 ジドウシャセイサンリョウ				排出原単位 ハイシュツゲンタンイ						排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ				排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ

						数値 スウチ		単位 タンイ		数値 スウチ		単位 タンイ		出典 シュッテン

				車種A シャシュ				台 ダイ		6.63		t-CO2/台 ダイ		販売した自動車の走行に伴う生涯CO2排出量/台 ハンバイジドウシャソウコウトモナショウガイハイシュツリョウダイ		0				0

				車種B シャシュ				台 ダイ		10.55		t-CO2/台 ダイ				0

				車種C シャシュ				台 ダイ		11.60		t-CO2/台 ダイ				0

				車種D シャシュ				台 ダイ		12.34		t-CO2/台 ダイ				0

				車種E シャシュ				台 ダイ		9.67		t-CO2/台 ダイ				0

				車種F シャシュ				台 ダイ		7.48		t-CO2/台 ダイ				0

				車種G シャシュ				台 ダイ		9.35		t-CO2/台 ダイ				0

																0

																0

																0

																0

				販売した自動車の走行に伴う生涯ガソリン消費量/台 ハンバイジドウシャソウコウトモナショウガイショウヒリョウダイ

						生涯使用期間 ショウガイシヨウキカン				燃費 ネンピ						1台当たり生涯燃料消費量 ダイアショウガイネンリョウショウヒリョウ

						数値 スウチ		単位 タンイ		数値 スウチ		単位 タンイ		出典 シュッテン

				車種A シャシュ		100,000		km		35.0		km/L		開発部 カイハツブ		2.86		kL/台 ダイ

				車種B シャシュ		100,000		km		22.0		km/L		開発部 カイハツブ		4.55		kL/台 ダイ

				車種C シャシュ		100,000		km		20.0		km/L		開発部 カイハツブ		5.00		kL/台 ダイ

				車種D シャシュ		100,000		km		18.8		km/L		開発部 カイハツブ		5.32		kL/台 ダイ

				車種E シャシュ		100,000		km		24.0		km/L		開発部 カイハツブ		4.17		kL/台 ダイ

				車種F シャシュ		100,000		km		31.0		km/L		開発部 カイハツブ		3.23		kL/台 ダイ

				車種G シャシュ		100,000		km		24.8		km/L		開発部 カイハツブ		4.03		kL/台 ダイ

				販売した自動車の走行に伴う生涯CO2排出量/台 ハンバイジドウシャソウコウトモナショウガイハイシュツリョウダイ

						生涯燃料消費量 ショウガイネンリョウショウヒリョウ				排出原単位						1台当たり生涯CO2排出量 ダイアショウガイハイシュツリョウ

						数値 スウチ		単位 タンイ		数値 スウチ		単位 タンイ		出典 シュッテン

				車種A シャシュ		2.86		kL		2.32		t-CO2/kL		算定・報告・公表制度 排出係数一覧 ガソリン		6.63		t-CO2/台 ダイ

				車種B シャシュ		4.55		kL		2.32		t-CO2/kL		算定・報告・公表制度 排出係数一覧 ガソリン		10.55		t-CO2/台 ダイ

				車種C シャシュ		5.00		kL		2.32		t-CO2/kL		算定・報告・公表制度 排出係数一覧 ガソリン		11.60		t-CO2/台 ダイ

				車種D シャシュ		5.32		kL		2.32		t-CO2/kL		算定・報告・公表制度 排出係数一覧 ガソリン		12.34		t-CO2/台 ダイ

				車種E シャシュ		4.17		kL		2.32		t-CO2/kL		算定・報告・公表制度 排出係数一覧 ガソリン		9.67		t-CO2/台 ダイ

				車種F シャシュ		3.23		kL		2.32		t-CO2/kL		算定・報告・公表制度 排出係数一覧 ガソリン		7.48		t-CO2/台 ダイ

				車種G シャシュ		4.03		kL		2.32		t-CO2/kL		算定・報告・公表制度 排出係数一覧 ガソリン		9.35		t-CO2/台 ダイ



シナリオ
生涯使用期間	：自社製品の保証期間である100,000km。
燃費	：JC08モード燃費、常時同燃費で走行するものとする（実際には、積載重量、走行路面等により前後するが、妥当な推計が困難なため）。
	　なお、当該車種のなかには、オプションの装着有無による燃費の差はあるが、標準装備における燃費で推計。

自社で“製造した製品”ではなく、自社が“販売した製品”が該当することから、販売店が外部事業者から調達して販売しているものがあれば、その排出量も該当する。
本事例のグループ会社内販売店では、自社製品しか扱っていないため、自社製品分のみを対象とする。



カテゴリ13_リース資産（下流）

		

				カテゴリ１０．販売した製品の加工 ハンバイセイヒンカコウ

				■販売したエンジンが組み込まれた最終製品（自動車）の走行に伴うCO2排出量 ハンバイクコサイシュウセイヒンジドウシャソウコウトモナハイシュツリョウ

				A社/エンジンが製造した自動車の使用時排出量を計上する シャセイゾウジドウシャシヨウジハイシュツリョウケイジョウ

				中間製品 チュウカンセイヒン		エンジン販売量 ハンバイリョウ				排出原単位 ハイシュツゲンタンイ						排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ				排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ

						数値 スウチ		単位 タンイ		数値 スウチ		単位 タンイ		出典 シュッテン

				エンジン		50,000		台 ダイ		0.00		t-CO2/台 ダイ		販売したエンジンが組み込まれた最終製品（自動車）の走行に伴う生涯CO2排出量のうち、エンジン分の排出量/台 ハンバイクコサイシュウセイヒンジドウシャソウコウトモナショウガイハイシュツリョウブンハイシュツリョウダイ		0				0

																0

																0

																0

																0

				販売したエンジンが組み込まれた最終製品（自動車）の走行に伴う生涯ガソリン消費量/台 ハンバイクコサイシュウセイヒンジドウシャソウコウトモナショウガイショウヒリョウダイ

						生涯使用期間 ショウガイシヨウキカン				燃費 ネンピ						生涯燃料消費量 ショウガイネンリョウショウヒリョウ

						数値 スウチ		単位 タンイ		数値 スウチ		単位 タンイ		出典 シュッテン

				車種E シャシュ				km		24.0		km/L		開発部 カイハツブ		0.00		kL/台 ダイ

				販売したエンジンが組み込まれた最終製品（自動車）の走行に伴う生涯CO2排出量/台 ハンバイクコサイシュウセイヒンジドウシャソウコウトモナショウガイハイシュツリョウダイ

						生涯燃料消費量 ショウガイネンリョウショウヒリョウ				排出原単位						生涯CO2排出量 ショウガイハイシュツリョウ

						数値 スウチ		単位 タンイ		数値 スウチ		単位 タンイ		出典 シュッテン

				車種E シャシュ		0.00		kL		2.32		t-CO2/kL		算定・報告・公表制度 排出係数一覧 ガソリン		0.00		t-CO2/台 ダイ

				販売したエンジンが組み込まれた最終製品（自動車）の走行に伴う生涯CO2排出量のうち、エンジン分の排出量/台 ハンバイクコサイシュウセイヒンジドウシャソウコウトモナショウガイハイシュツリョウブンハイシュツリョウダイ

						生涯燃料消費量 ショウガイネンリョウショウヒリョウ				エンジン分配分比率 ブンハイブンヒリツ						エンジン分生涯CO2排出量 ブンショウガイハイシュツリョウ

						数値 スウチ		単位 タンイ		数値 スウチ		単位 タンイ		出典 シュッテン

				車種E シャシュ		0.00		kL		0.20		t-CO2/kL		エンジン重量／車種E車輌重量 ジュウリョウシャシュシャリョウジュウリョウ		0.00		t-CO2/台 ダイ

						重量[t/台] ジュウリョウダイ

				車輌重量 シャリョウジュウリョウ		1.0

				エンジン重量 ジュウリョウ		0.2



シナリオ
販売したエンジンが組み込まれた最終製品（自動車）の類似車種である車種Eの生涯使用期間、燃費をもとに推計する。
生涯使用期間	：自社製品の保証期間である100,000km。
燃費	：JC08モード燃費、常時同燃費で走行するものとする（実際には、積載重量、走行路面等により前後するが、妥当な推計が困難なため。
	　なお、当該車種のなかには、オプションの装着有無による燃費の差はあるが、標準装備における燃費で推計。

エンジン分の配分
販売したエンジンが組み込まれた最終製品（自動車）の生涯排出量のうち、自社製品であるエンジン分のみを配分する。
自動車の燃費は、車輌重量と相関性があることから、配分は車輌重量とエンジン重量の比をもとに実施する。



カテゴリ14_フランチャイズ

		

				カテゴリ１２．販売した製品の廃棄 ハンバイセイヒンハイキ

				■販売した製品の廃棄処理に伴うCO2排出量 ハンバイセイヒンハイキショリトモナハイシュツリョウ

				カテゴリ4の調達物流で扱った調達物重量から、カテゴリ5の産業廃棄物を除いた分が、当該年度の生産製品の重量と仮定する。 チョウタツブツリュウアツカチョウタツブツジュウリョウサンギョウハイキブツノゾブントウガイネンドセイサンセイヒンジュウリョウカテイ

				また、自動車リサイクル法が施行されていることから、廃棄物処理方法はすべてリサイクルとする。 ジドウシャホウシコウハイキブツショリホウホウ

				＜販売した製品の廃棄重量＞ 調達重量から事業から生じる廃棄物を除いて推計 ハンバイセイヒンハイキジュウリョウチョウタツジュウリョウジギョウショウハイキブツノゾスイケイ

				調達物 チョウタツブツ		輸送重量
[t] ユソウジュウリョウ		廃棄物分類 ハイキブツブンルイ

				ポリエチレン		0		廃プラスチック類 ハイルイ

				塩化ビニル エンカ		0		廃プラスチック類 ハイルイ

				エポキシ樹脂 ジュシ		0		廃プラスチック類 ハイルイ

				合成ゴム ゴウセイ		0		廃プラスチック類 ハイルイ

				塗料 トリョウ		0		廃油 ハイユ

				エンジンオイル		0		除外（使用期間で消費するため） ジョガイシヨウキカンショウヒ

				ガラス		0		ガラス陶磁器くず トウジキ

				鉄(高合金鋼除く)		0		金属くず キンゾク

				特殊鋼 トクシュコウ		0		金属くず キンゾク

				マグネシウム		0		金属くず キンゾク

				アルミニウム		0		金属くず キンゾク

				銅		0		金属くず キンゾク

				亜鉛 アエン		0		金属くず キンゾク

				タイヤ		0		廃プラスチック類 ハイルイ

				エンジンオイル		0		除外（使用期間で消費するため） ジョガイシヨウキカンショウヒ

				鉄(高合金鋼除く)		0		金属くず キンゾク

				特殊鋼 トクシュコウ		0		金属くず キンゾク

				アルミニウム		0		金属くず キンゾク

				項目 コウモク		単位 タンイ		産業廃棄物 サンギョウハイキブツ								計 ケイ

								廃油 ハイユ		ガラス陶磁器くず トウジキ		金属くず キンゾク		廃プラスチック類 ハイルイ

				調達重量 チョウタツジュウリョウ		ｔ		0		0		0		0		0

				カテゴリ5 廃棄処理重量 ハイキショリジュウリョウ		t		0		0		0		0		0

				カテゴリ12対象重量 タイショウジュウリョウ		t		0		0		0		0		0

				＜排出原単位＞ 環境省「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための排出原単位データベース（ver.2.2）」 [8][9] ハイシュツゲンタンイ

				項目 コウモク		単位 タンイ		廃油 ハイユ		ガラス陶磁器くず トウジキ		金属くず キンゾク		廃プラスチック類 ハイルイ

				リサイクル		t-CO2/t		0.0000		0.0000		0.0000		0.1360

				＜排出量＞ ハイシュツリョウ

				項目 コウモク		単位 タンイ		廃油 ハイユ		ガラス陶磁器くず トウジキ		金属くず キンゾク		廃プラスチック類 ハイルイ		計 ケイ

				リサイクル		t-CO2		0		0		0		0		0

																排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ

																0





カテゴリ15_株式投資

		

				カテゴリ１３．リース資産（下流） シサンカリュウ



本カテゴリは算定から除外する

当社では、自動車等を製造し、販売あるいはリース（レンタカー含む）の形で顧客に提供している。
一方で、販売した製品の使用、リースにより賃貸した製品の使用で、使用方法等の実態は大きな違いは無い。
このことから、使用時排出量を契約形態によって区分して算定する意味が無いと判断し、
カテゴリ13に該当し得るリース分も含めカテゴリ11でまとめて計上することとした。



カテゴリ15_プロジェクトファイナンス

		

				カテゴリ１４．フランチャイズ



本カテゴリは算定から除外する

当社では、フランチャイズによる運営を行っていない。
よって該当活動が無いため、算定から除外する。



その他

		

				カテゴリ１５．投資 トウシ

				■株式投資先のScope1,2排出量のうち当社による投資分の排出量 カブシキトウシサキハイシュツリョウトウシャトウシブンハイシュツリョウ

				有価証券報告書より、自社が保有する株式に関する情報を収集し、当該排出量を算定することとする ユウカショウケンホウコクショジシャホユウカブシキカンジョウホウシュウシュウトウガイハイシュツリョウサンテイ

				なお、報告書では連結子会社が保有する株式情報も統合されている ホウコクショレンケツコガイシャホユウカブシキジョウホウトウゴウ

				また、連結子会社の活動由来排出量も該当するが、Scope1,2に計上しているため除外 レンケツコガイシャカツドウユライハイシュツリョウガイトウケイジョウジョガイ

				投資先 トウシサキ				投資先排出量 トウシサキハイシュツリョウ										投資割合 トウシワリアイ						カテゴリ15
対象CO2排出量
[t-CO2] タイショウハイシュツリョウ				排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ

				企業名 キギョウメイ		業種 ギョウシュ		Scope1,2排出量各社実績				実績年度 ジッセキ		組織範囲		出典		投資先発行株式数
[株] トウシサキハッコウカブシキスウカブ		自社保有株式数
[株] ジシャホユウカブシキスウカブ		株式保有比率
[-] ホユウ

				投資先1 トウシサキ		製造業 セイゾウギョウ				t-CO2		2014年度 ネンド		全グループ ゼン		投資先1社 CSR報告書 トウシサキシャホウコクショ		111,452,494		1,200,000		1.077%		0				0

				投資先2 トウシサキ		製造業 セイゾウギョウ				t-CO2		2014年度 ネンド		全グループ ゼン		投資先2社 CSR報告書 トウシサキシャホウコクショ		1,416,376,042		687,480		0.049%		0

				投資先3 トウシサキ		製造業 セイゾウギョウ				t-CO2		2014年度 ネンド		全グループ ゼン		投資先3社 CSR報告書		415,352,294		158,187		0.038%		0

				投資先4 トウシサキ		銀行業 ギンコウギョウ				t-CO2		2014年度 ネンド		全グループ ゼン		投資先4社 CSR報告書		1,237,800,586		900,000		0.073%		0

				投資先5 トウシサキ		銀行業 ギンコウギョウ				t-CO2		2014年度 ネンド		全グループ ゼン		投資先5社 CSR報告書		1,737,940,900		2,333,944		0.134%		0

				投資先6 トウシサキ		製造業 セイゾウギョウ				t-CO2		2014年度 ネンド		全グループ ゼン		投資先6社 CSR報告書		551,521,094		1,509,029		0.274%		0

				投資先7 トウシサキ		製造業 セイゾウギョウ				t-CO2		2014年度 ネンド		全グループ ゼン		投資先7社 CSR報告書		700,480,693		1,381,825		0.197%		0

				投資先8 トウシサキ		銀行業 ギンコウギョウ				t-CO2		-		-		スコープ1,2排出量非公開 ハイシュツリョウヒコウカイ		28,149,877		971,000		3.449%		0

				投資先9 トウシサキ		サービス業 ギョウ				t-CO2		2014年度 ネンド		全グループ ゼン		投資先9社 CSR報告書		271,056,029		1,600,381		0.590%		0

				投資先10 トウシサキ		製造業 セイゾウギョウ				t-CO2		2014年度 ネンド		全グループ ゼン		投資先10社 CSR報告書		1,075,540,607		1,289,240		0.120%		0

				投資先11 トウシサキ		サービス業 ギョウ				t-CO2		-		-		スコープ1,2排出量非公開 ハイシュツリョウヒコウカイ		490,727,495		1,822,688		0.371%		0

				投資先12 トウシサキ		製造業 セイゾウギョウ				t-CO2		2014年度 ネンド		全グループ ゼン		投資先12社 CSR報告書		206,000,000		66,000		0.032%		0

				投資先13 トウシサキ		製造業 セイゾウギョウ				t-CO2		2014年度 ネンド		全グループ ゼン		投資先13社 CSR報告書		395,000,000		80,000		0.020%		0

				投資先14 トウシサキ		製造業 セイゾウギョウ				t-CO2		-		-		スコープ1,2排出量非公開 ハイシュツリョウヒコウカイ		122,074,243		1,479,000		1.212%		0

				投資先15 トウシサキ		製造業 セイゾウギョウ				t-CO2		2014年度 ネンド		全グループ ゼン		投資先15社 CSR報告書		250,000,000		787,000		0.315%		0

				投資先16 トウシサキ		印刷業 インサツギョウ				t-CO2		2014年度 ネンド		国内グループ企業 コクナイキギョウ		投資先16社 CSR報告書		219,020,616		756,318		0.345%		0

				投資先17 トウシサキ		サービス業 ギョウ				t-CO2		-		-		スコープ1,2排出量非公開 ハイシュツリョウヒコウカイ		16,274,241		181,000		1.112%		0



株式保有比率：自社による保有株式数を投資先発行株式数で除して作成

＜出典＞
自社保有株式数：自社の有価証券報告書
投資先発行株式数：各社の有価証券報告書



		

				カテゴリ１５．投資 トウシ

				■プロジェクトファイナンスによる融資分の排出量 ユウシブンハイシュツリョウ

				高効率コンバインドサイクル発電建設プロジェクトに出資しているため、当該施設の稼働時排出量のうち、プロジェクト投資比率で配分して計上する コウコウリツハツデンケンセツシュッシトウガイシセツカドウジハイシュツリョウトウシヒリツハイブンケイジョウ

				なお、将来的に当該発電所から生じた電力を自社で活用する場合、将来のScope2排出量との重複も有り得るが、その分を差し引く等の処理はしない ショウライテキトウガイハツデンショショウデンリョクジシャカツヨウバアイショウライハイシュツリョウチョウフクアウブンサヒナドショリ

				区分 クブン		社名/事業名 シャメイジギョウメイ		投資先 トウシサキ		生涯排出量 ショウガイハイシュツリョウ				投資割合
[%] トウシワリアイ		排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ				排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ

										数値 スウチ		単位 タンイ

				単体 タンタイ		A社 シャ		高効率コンバインドサイクル発電所 コウコウリツハツデンショ				t-CO2		1.0		0				0

																0

																0

																0

																0

				高効率コンバインドサイクルの稼働時排出量 コウコウリツカドウジハイシュツリョウ

				プロジェクト計画書より、 ケイカクショ

				燃料 ネンリョウ		天然ガス テンネン

				生産電力量（予定） セイサンデンリョクリョウヨテイ		7,000		GWh/年 ネン

				熱効率 ネツコウリツ		60		%

				予定に必要な熱量 ヨテイヒツヨウネツリョウ		42,000,000		GJ/年 ネン

				天然ガス排出係数 テンネンハイシュツケイスウ		0.051		t-CO2/GJ		（算定・報告・公表制度排出係数一覧）

				天然ガス年間消費量 テンネンネンカンショウヒリョウ		2,140,600		t-CO2/年 ネン

				稼働期間 カドウキカン		30		年 ネン

				生涯稼働時排出量 ショウガイカドウジハイシュツリョウ		64,218,000		t-CO2





		

				その他 タ

				■15カテゴリのなかで評価できていない取組の評価 ヒョウカトリクミヒョウカ

				従業員の家庭での排出量削減に資する取組を実施しているため、同排出量を本カテゴリで算定する ジュウギョウインカテイハイシュツリョウサクゲンシトリクミジッシドウハイシュツリョウホンサンテイ

				会社/事業 カイシャジギョウ		活動 カツドウ		従業員数 ジュウギョウインスウ				排出原単位 ハイシュツゲンタンイ						排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ				排出量
[t-CO2] ハイシュツリョウ

								数値 スウチ		単位 タンイ		数値 スウチ		単位 タンイ		出典 シュッテン

				A社
うち、アンケート回答者2,000名 シャカイトウシャメイ		従業員の家庭における排出量 ジュウギョウインカテイハイシュツリョウ				人 ニン		0.28		t-CO2/人 ニン		電力消費アンケートから得た
従業員の家庭での平均排出量／人 デンリョクショウヒエジュウギョウインカテイヘイキンハイシュツリョウニン		0				0

				A社 未回答者
連結子会社全社 シャミカイトウシャレンケツコガイシャゼンシャ		従業員の家庭における排出量
（3か月分；パート、アルバイト含む）				人 ニン		0.28		t-CO2/人 ニン		A社のうち2000人の電力消費アンケートから得た
従業員の家庭での平均排出量／人
（同等排出量と見做して算定） シャニンドウトウハイシュツリョウミナサンテイ		0

																		0

																		0

																		0



その他で対象とする活動
従業員の家庭における排出量（取組期間6,7,8月の排出量）

＜自社の取組＞
従業員の家庭におけるエネルギー消費量削減を意図し、6，7，8月に省エネチャレンジと称して、エアコン温度28℃の設定、使用しない時間のプラグを抜く、LED電球の利用等を従業員に推奨した。また、A社従業員2,000名に対し、3か月分の家庭における電力消費アンケートを実施し、同期間中の従業員人数あたりの家庭における平均排出量（0.28 t-CO2/人）を作成した。





産業業革命時期比の気温上昇を2℃未満にするために、企業が気候科学（IPCC）に基
づく削減シナリオと整合した削減目標を設定するものです。
2050年に2010年比49～72％削減を目安として、2025年～30年頃の目標を設定します。

国連グローバル・コンパクト、CDP、WRI（世界資源研究所）の4団体がSBTイニシア
ティブを設立・運営し、企業のSBT設定を促しています。イニシアティブに加盟する
企業は、目標設定を行い、事務局による審査を経てSBTとして承認されます。

環境省では、中小企業が自主的にSBTと同水準で設定した目標を「中小企業版2℃目
標」として、国際イニシアティブへの参加が難しい中小企業においても中長期目標
設定を行うことを推進しています。

2015年のSDGsやパリ協定合意以降、企業が中長期の温室効果ガス削減目標を立てることが新たな潮流となりつつあります。
その中の一つにSBT（企業版2℃目標、Science Based Targets）があります。自主的にSBTと同水準の野心的な目標設定を行いました。

②中小企業版2℃目標（SBTと同水準の中長期削減目標）設定

株式会社艶金の気候変動への取組

中長期の温室効果ガス排出量削減目標（スコープ1,2）
2030年に2017年比約20%削減

排
出
量

年2010 2025～2030 2050

2010年比49%削減（必須）

2010年比72%削減（推奨）

■SBT（企業版2℃目標、Science Based Targets）とは？ SBTのイメージ

更なる省エネルギーの推進、再生可能エネルギー導入に向けて、積
極的な改善活動や投資を行い目標達成を目指すと同時に、地球環境
保護を考えるきっかけとなる布製品作りにも挑戦していきます。

省エネルギー型ハイブリッド染色機
（平成24年導入）

のこり染（食品加工場で出る廃棄食材を
原料とした染色）を採用した暮らしの布
具を扱う自社ブランド「KURAKIN」


Graph1

		2017年実績		2017年実績		2017年実績

		2030年目標		2030年目標		2030年目標



スコープ2

スコープ1

[値]
t-CO2

[値]
t-CO2

[値]
t-CO2

2786.44819

1259.929297

3237.1019896



Sheet1

		

		スコープ2		2,786		2786

		スコープ1		1,260

		LPG				912

		灯油 トウユ				300

		ガソリン				27

		軽油 ケイユ				20

		バイオマス		12,367

				2017年実績 ネンジッセキ		2030年目標 ネンモクヒョウ

		スコープ2		2,786

		スコープ1		1,260

						3,237





Sheet1

		



スコープ2

スコープ1

LPG

灯油

ガソリン

軽油

バイオマス

事業活動に伴うCO2排出量（スコープ1,2）

電力, [値]

[系列名]ボイラ導入による削減量, [値]



		



スコープ2

スコープ1

SBTに整合した排出削減目標設定
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